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(表 紙)：2階 ま で建 築 の進 ん だ1879年 の ソル トレー ク神 殿 。全 体 の 完 成 まで は， さ らに14年

の歳 月 を要 した 。右 後 方 の た くさん の切 妻屋 根 を持 つ 建 物 は ラ イオ ンハ ウス 。 さ らに そ の

後方 に ， ビニハ イ ブハ ウ スの 屋 根 が 見 え る。 ま た， 丸 屋 根 の ブ リガム ・ヤ ン グの校 舎 や ，

半 円 型 窓 を持 っ た子 羊 小 屋 が 見 える 。 そ の ほか ， ブ リガム ・ヤ ン グの ふ た つ の納 屋が あ る。

(裏表 紙)右 ：1892年 ， 笠 石 を据 える 式典 の行 な われ て い る ソル トレー ク神 殿69人 の 人々

が什 分 の一 管 理事 務 所 の 屋 根 の 上 か らこ の式 典 の 模 様 を眺 め て い る。 天 使 モ ロ ナ イが 立 っ

てい る東 中 央 の塔 の球 状 の 石 が ソル トレー ク神 殿 の 笠 石 で あ る。 左 ：1913年10月1日 ， マ

ホ ン ライ ・M・ ヤ ン グ製 作 の カモ メ の 記 念碑 の 除 幕 式 。 この 記 念 碑 は ，現 在 もテ ン プル ス

クェ ア を訪 れ る 入 々の 目 を楽 し ませ て い る。
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末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

黙 嚢羅…灘撫輪 癒 止

今 回の年次総 大会 か ら，総;大会 の 日程 が従 来3日 間 であ

ったものが，2日 間に変 更 にな った。(1831年 の 第一 回大会

は2日 間 であ った。)

大 会 は4月2日(土)，3日(日)の 両 日にわ た って， す

べ てが スペ ンサー ・W・ キン ボー ル大 管長 の管理 の下 に催

された。 司会 は大 管長 会の スペ ンサー ・W・ キン ボー ル大

管長，N・ エル ドン ・タナー 第一 副管 長，マ リオ ン ・G・

ロムニー 第二 副管 長が行 なっ た。 また説教 は，大 管長 会 と

十二使 徒評議 員会 の全 員 を含め て，27名 の教 会幹 部が行 な

った。

世 界各地 か らこの大 会 に出席 した指導 者 と教会 員は， 「全

会一 致の律 法」 の下 に，大 管長 会 の一 連 の教 会 の運営 に対

して挙手 の支持 を行 な った。支持 され た事 項 は以下 の通 り

であ る。

み 七十 人第一 定員会 の新 会 員3名 の支持 。ソル トレー ク・

シテ ィーのG・ ホー マー ・ダ ラム長 老 とジ ェー ム ズ ・M・

パ ラモア長 老。 な らび に メ リー ラ ン ドの リチ ャー ド・G・

ス コッ ト長 老(略 歴に つ いてはp.536～p.539を 参 照)。 こ

の結果， 七十 人 第一 定 貝会 は41名 ，教 会幹部 総 人数 は60

各 となった 。

2.ア ロン神権 の年 齢 の少年 の ための若 い男性 の会 長会 の

召 しの支持 。(役 員 の支持 に関 して はp.437を 参 照)

3。 初 等協 会 中央管理 会 副会長 の 異動 に関す る支持 。 コ リ

ン ・B・ レモ ン姉妹 が 第二副 会長 か ら第一 副会長 に， ド

ロシア ・クリスチ ャンセ ン ・マー ドッ ク姉 妹 が第二副会

長 にそれ ぞれ支持 された。(役 員の支持 に 関 してはp.437，

略 歴 につ いてはp.540を 参 照)

大 会 は テンプル ス クェアの タバ ナ クルで行 なわれ たが，

アセ ンブ リー ホール と近 くの ソル トパ レスに も会場が 設け

られ た。大会 は4月2日(土)午 前7時(福 祉集 会)， 午 前

10時 ， 午 後2時 ，午 後7時(神 権会 ：世 界各地 にケー ブル

に よって中継 され た);4月3日(日)午 前10時 ， 午後2時

の各 時間帯 に行 なわれ た。 この ほか，4月1日(金)に は

十二使徒 会地 区代表 セ ミナー が催 された(こ の報告 につ い

てはp.541を 参 照)。

大会 の模様 は，合 衆 国 とカナ ダの252に 及 ぶ テセ ビ局，

フ ィ リピンのテ レ ビ局1局 ，合 衆 国 の ラジオ局63局 ， メキ

シ コお よび中南米79局(内 ブラジルのラジオ局11)， オ ー ス

トラ リア42局 か ら放 送 され た。 また， ラテ ンア メ リカ とア

フ リカ， ヨー ロ ッパ では，3つ のセ ッシ ョンの模様 が短 波

放送 され た。 さ らに，合 衆 国 とカナ ダの118ヵ 所 ， ヨー ロ

ッパの111ヵ 所 でケー ブル に よ る中継放 送 が行 なわれ た。

そのほか， 合衆 国本土 ，ハ ワイ， カナ ダ， メキ・シコ， プエ

ル トリコの1，153ヵ 所 ， な らびに ニ ュー ジー ラ ン ド， オー

ス トラ リア， フ ィ リピン， 香港 ， 日本デ韓 国の37ヵ 国で神

権 会の 中継放送 が行 な われ た。
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する兄弟姉妹の皆 さん，主のみ業愛
と， その進歩 と発展 につ いて皆 さ

んにお話 で きる き ょうは，喜 びの 日で

ある。

昨年 の10月 大会以 来，6ヵ 月問に数

多 くの出 来事 が あった。

私 た ちはは るか南 の地 に住む 愛す る

人々 を訪 れ， そ こで大会 を催 し， そ の

栄 えあ る長旅 か ら戻 って きた。 その間

の旅 程は約3万7千 キロにのぼ る。私

たちは南端 の国，チ リの火山帯 を通 り，

平原や森 を抜け， ア ンデ スの 山々 を旅

した。

その間，私 た ちは 多 くの人 々に会 い，

地域 大会 で約15万 人の会 員に証 を述べ

て きた。 彼 らは進 歩成長 し，幸福 な生

活 を送 ってい る。私 た ちがその 民， そ

の活動 と態度 の 中に， あ るい は信 仰や

証 の 中に 見た もの を，天 父は必 ずや喜

んでお られ ると思 う。

今 年の初め ，西部 ではか んばつ が，

そ して東部 では厳 しい寒 波が襲来 し，

世 界的に天候 が異常 であ った。 そこで

私た ちは教会 員 に， 共 に断食 と祈 りを
き きん

し，水 飢饒 の地 方 に水 を与 えて下 さる

よ う， あ るいは困難 な状況 を取 り去 っ

て下 さる よ っ， 主 にお願 いを した。

私 たちは この ような大 きな祝福 を求

め るのにふ さわ し くなか ったか も しれ

ない。 しか し，私 た ちはむやみや たら

に行動 してい るの では ない。 まず 主に

注意 を向け てい ただ き， その後，私 た

ちの生 活 を主 のみ こ ころに添 う もの と

す る よう全力 を尽 くすの であ る。

ある予 言者 はこ う言 って いる。

「も し彼 らがあ なたに罪 を犯 した た

430

4月2日(土)午 前の部における説教

主は聖徒 に，戒め に従 うことを

期待 しておられる

大管長

ス ヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

安息 日を聖 く守 り，個人の歴史を 書さ，系図を作成す る

めに， 天が 閉 ざされて雨 がな く， あな

たが彼 らを苦 しめ られ る時，彼 らが こ

の所 に向か って祈 り， あなた の名 をあ

が め， その 罪 を離 れ るな らば， あ なた

は天 で聞 き， あ なたの しもべ， あ なた

の民 イス ラエ ルの 罪 をゆ るし， 彼 らに

歩 むべ き良 い道 を教 えて， あ なたが，

あな たの民に 嗣業 として与 え られ た地

に雨 を降 らせ て くだ さい。」(列 王上8：

35-36)

主 は 時々天候 を使 って， 主の律 法 を

犯 した こ とに対 してその民 を懲 らしめ

た もう。主は イス ラエル の民 に次の よ

っに言 ってお られ る。

「も しあな たが たが わ た しの定 め に

歩 み， わた しの戒 め を守 って， これ を

行 うな らば，

わた しはその季 節季 節に， 雨 をあな

た がた に与 え るであ ろ う。地 は産物 を

出 し， 畑 の木々 は実 を結 ぶ であ ろ う。

あなたが たの麦 打 ちは， ぶ どうの取

入れ の時 まで続 き， ぶ どうの取 入れ は，

種 ま きの時 まで続 くで あ ろう。 あ なた

が たは飽 きるほ どパ ンを食べ， また あ

な たが たの地 に安 らか に住 む であ ろ う。

わ た しが 国に平和 を与 え るか ら， あ

なたが たは安 らか に寝 るこ とが で き，

あな たがた を恐れ さす もの はな いであ

ろ う。 …… つ るぎが あな たがた の国 を

行 き巡 るこ とはな いであ ろ う。」(レ ビ

26：3-6)

東部 の非常 な苦 難 と， ここ西 部や そ

の他 の地 におけ るかん ばつの脅 威 を考

え，私 た ちは教会 員に，神 聖 な祈 りの

輪 に加 わ って，必要 な地へ の水 を求 め

て下 さる よ うお願 い した。す る と問 も

し

な くして私 た ちの祈 りは答 え られた。

私 たちは その こ とに言葉 に尽 くせない

感謝 を覚 えた。 しか しなお， このこ と

につ いて 引 き続 き祈 り， 主 に答 えて い

ただ くこ とが必要 であ り， またそう希

望 してい る。

私 た ちの も とには全世 界か ら， この

申 し出 を応 諾す る との手紙が届 いて い

る。 オー ス トラ リアの ブ リスベ ー ンか

ら，次 の よ うな手 紙 をいただ いた。

「断 食 と祈 りの 日に全世 界の聖徒 た

ち と共 に それ を行 な うよ うに との， ブ

リスベ ー ンの聖徒 宛ての電信 を受 け ま

した。私 た ち も天 父のすべ ての子供 た

ちに対す るあな た方 の愛 と関心 に喜 ん

で加 わ りた い と思 い ます。」

今 こそ， 私 た ち 自身 を秤 にかけ， 私

たちが主 に祝福 を求め るにふ さわ しい

か どっか， また戒 め を破 って祝 福 を受

け る資格 を失 っては いないか ど うか を

評価 してみ る時 なのか もしれ ない。

主 は次の ように厳 格 な戒め を与 えて

おられる。「あな たが たはわた しの安 息

日を守 り， わた しの聖 所 を敬 わ なけれ

ばな らない。わた しは主 で ある。」(レ

ビ19：30)

私 た ちは何度 もこの言葉 を引用 し，

安 息 日を汚す こ との ない よ うに人々 に

告 げて きた。 しか し，安 息 日にお びた

だ しい数 の車 が商店 の前 に列 をな し，

娯 楽場 に人が群 が って いる。 まこ とに

嘆 かわ しいこ とで ある。

私 たちは次 の言葉 も度々 引用 して き

た。

「安 息 日を覚 えて
， これ を聖 とせ よ。



6日 の あいだ働 いて あなた のすべ て

のわ ざ をせ よ。

7B目 は あな たの神 ， 主の安 息 であ

るか ら， な んのわ ざを もして はな らな

い。 あなた もあ なたの むす ご， 娘， し

もべ， は しため，家畜 ， またあな たの

門の うちに い る他 国の 人 もそ うである。」

(出 エ ジプ ト20：8-10)

と こ ろが今 日， この地 の 人々の 多 く

は，安 息 日に仕 事 をし， 海辺 で過 ごし，

娯楽場や 映画館 に入 り， 買 い物 を して

いる。主は この戒 め を守 る人に次 の よ

うな約 束 を与 えてお られ る。

「わた しは その季 節季 節 に
， 雨 をあ

なたが た に与 えるで あろ う。地 は産 物

を出 し，畑 の木々 は実 を結 ぶであろう。」

(レ ビ26：4)

神 は 約束 を果 た され る。 しか し私 た

ちの多 くは安 息 日を汚 し続 けて い る。'

主 は さらにこ う続 け てお られ る。

「あな たが たの麦打 ちは
， ぶ どうの

取 入れの時 まで続 き， ぶ ど うの取 入れ

は，種 ま きの時 まで続 くであ ろ う。 あ

なた が たは飽 きるほ どパ ン を食べ ， ま

たあなたが たの地 に安 らか に住む で あ 、

ろ う。」(レ ビ26：5)、

こ れ らの約 束 は必ず 果 た され る。主

はさ らに次 の よ うに言 ってお られ る。

「わ た しは あな たが た の うちに歩み
，

あなたが たの神 とな り， あな たが たは

わた しの 民 とな るであ ろ う。

わ た しは あなたが たの神 ，主 で あっ

て，…… わた しは あな たが たの くび き

の横木 を砕 いて， ま っす ぐに立 って歩

け るよ うに したの であ る。」(レ ビ26：

12-13)

そ して主 は言葉 を換 えて こう警告 さ

れた。

「しか し
， あ なたが たが もしわた し

に聞 き従 わず ， また このすべ ての戒 め

を守 らず，

わた しの定 め を軽ん じ，心 に わた し
ずぴ

の お きて を忌み きらって， わ た しのす

べ ての戒 め を守 らず， わ た しの契 約 を

破 るな らば，

わた しはあ なたが たに この よ うにす

るで偽 ろ う。す なわ ち， あな たが た の

上 に恐怖 を臨 ませ ， 肺病 と熱病 をもっ

て， あ なたが たの 目 を見 えな くし，命

をやせ 衰 えさせ るであ ろ う。 あな たが

たが種 を まい て もむ だ であ る。敵 が そ

れ を食べ るで あ ろ う。

わ た しは顔 をあ なたが たにむ けて攻

め， あ なたが たは敵 の前 に撃 ちひ しが

れ るで あろ う。 またあ なたが たの憎む

者が あ なたが た を治め るであ ろ う。 あ

な たが たは追 う者 もな いのに逃 げ るで

あ ろ う。 ……

わた しは あなたが たの誇 とす る力 を

砕 き，あなたが た の天 を鉄 り ように し，

あ なたが たの地 を青 銅の ようにす るで

あ ろ う。

あな たが たの力 は，む だに 費 され る

で あ ろ う。す なわ ち，地 は産物 をいだ

さず， 国の うちの 木々 は実 を結 ば ない

で あ ろ う。」(レ ビ26：14-17，19-20)

また 次 の よ うに も言 われ た。

「わ た しは また ……家 畜 を滅 ぼ し
，

あ なたが た の数 を少な くす るであ ろ う。

あなたが た の大路 は荒 れ果 てるで あろ

う。」(レ ビ26：22)

大 路 が荒 れ果て る とは ど うい うこ と

であ ろ うか。 燃料や 電 力が制 限 され，

枯 渇 し， 人々が乗 物 でな く徒 歩で旅 を

す る よ うにな った らど うで あろ うか 。

愛 す る皆 さん， 平 和 は主 のみ手 の 内

に あ る とい うこ とを考 えてみ たこ とが

お あ りだ ろ うか 。

「わ た しは あな たが たの上 につ る ぎ

を臨 ませ ……」(レ ビ26：25)と 主 は述

べ てお られ る。

そん な こ とが簡単 に で きるはずが な

い とお思 いだ ろ うか 。皆 さん は新 聞 を

お読 み にな ってい るはず であ る。世 の

中に どれほ ど憎 しみが横溢 してい るか

お 気づ きだ ろ うか 。あ なたは 永遠 の平

和 に対 しどん な保証 をお持 ちだ ろ うか 。

「あ なたが たは敵 の手 にわ た され る

であ ろ う。」(レ ビ26：25)一

私 た ち を苦 しめ悩 ます敵 が い るこ と

に つい て考 えた こ とが おあ りだ ろ うか。

「わ た しは またあな たがた の町 々 を

荒 れ地 とし， あ なたが たの聖所 を荒 ら

す であ ろ う。 ……

こ うして その地 が荒 れ果て て， あな

たが たは敵 の国に あ る間，地 は安 息 を

楽 しむ で あろ う。 す なわち， その時，

地 は休 み を得 て，安 息 を楽 しむで あろ

う。
'それは荒 れ果 てて

い る 日の間，休 む

であ ろ う。あ なたが たが そ こに住 んで

いる間， あ なたが たの安 息の と きに休

み を得 なかった もの であ る。」(レ ビ26：

31，34-35)

そ こ には 困難 と非 常 に深刻 な出来事

があ る。 しか しそれ は起 こ り得 る。

そ して主 は次 の よ うに結ん でお られ

る。

「これ らは主 が
， シナ イ山で， 自分

とイス ラエ ル の人々 との間 に， モー セ

に よって立 て られ た定 め と， お きて と，

律法 で ある。」(レ ビ26：46)

こ れ は皆 さんに も私に も言 えるこ と

であ る。

今 は， これ らの事 柄につ いて 深 く考.

え るの に良 い時 ではな いだ ろ うか。 自

分 の家庭， 家族 ，子 供 たちの もとに立

ち帰 る時で はな いだ ろ うか 。什 分の一

と捧 げ物 を思 い起 こし，堕 胎や 離婚 を

止め，安 息、日を聖 とし，聖 日を娯楽 の

日としない ようにすべ き時 ではな いだ

う つか 。

今 は，罪や 不道 徳 な行為 ，悪 魔の教

えを悔 い改め る時 では ない だろ うか 。

私 た ちの すべ てが私 た ちの結 婚 を聖

と し， 喜 び と幸福 に満 ちた生 活 を送 り，

家族 を正義 の内 に育て る時 では ないだ

う つか 。

私 た ちの 多 くは，知 って いなが ら行

なお う としな い。今 は， 姦淫や 同性 愛

の行為 を離 れ，信 仰 とふ さわ しい生 活

に立 ち返 る時 では ないだ ろ うか。 また

ポル ノ グラフ ィー を止め る時で はない

だ う つか。

今 は，不 潔 で不 敵 な行 為，偶 像崇拝 ，

不品行 な どに毅 然 たる態度 で立 ち向か

う時 では な いだ ろ うか 。

今 こ そ， 新 しい生活 を始 め る時 であ

る。 そ う明 な思 索家， 使徒 パ ウロは次

の よ っに 吾 ってい る。

「だか ら
，地 上 の肢体 ， すな わち，

不 品行 ， 汚れ， 情欲， 悪欲 また貧欲

を殺 して しまいな さい。貧欲 は偶像 礼

拝 にほか な らない。

これ らの こ との ため に，不 従順 な子

らに神 の怒 りが 下 るので あ る。」(欽 定

訳 コ ロサ イ3：5-6)

今 こ そ，「肉の働 き」を止 め る格好 の

時 では ないだ ろうか 。「肉の働 きは明 白

であ る。す な わち， 不 品行， 汚れ，好
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色，偶像 礼拝， ま じない，敵 意，争 い，

そね み， 怒 り，・党派心， 分裂 ，分 派，

ね たみ， 泥酔， 宴楽， お よび， そのた

ぐいであ る。 …… この よ うな こ とを行

う者 は，神 の国 をつ ぐことが ない。」(ガ

ラテヤ5：19-21)

「わ た しを主 よ
，主 よ， と呼 びなが

ら， なぜ わ た しの言 うこ とを行 わない

のか」(ル カ6：46)と ， 主 は言 ってお

られ る。

「わた しに むか って 『主 よ
，主 よ』

と言 う者 が， みな天 国に はい るの では

な く， ただ， 天に い ます わが父 の御 旨

を行 う者だけ が，は いるので ある。」(マ

タイ7：21)

教 会 の神殿 の業は進 ん でい る。 私 た

ちは聖徒 たちが神 殿 に参 入 し，奉 仕 を

して いるこ とを誇 りに感 じてい る。 し

か し， それだけ が奉仕 のすべ てで あ ろ

うか。 神 殿 に入 るだけ では十 分 でない

ことは， 先 日の集 会 でお話 した通 りで

あ る。私 た ちは儀 式 を施 す ために 多 く

の 人々の 名前 を入手 しなけれ ばな らな

い 。

現在16の 神殿があ り，なお4つ が計

画中である。しか し，神殿への距離の

遠近 を問わず，行なうことのできる仕

事がほかにもあるのではないだろうか。

この業を推 し進めるのに，神殿地区内

に住む必要はない。系図の資料 をたく

さん集め，家族の記録を作成す るな ら

ば，神殿で行なわれる業の準備 をする

ことができる。これほ ど素晴 らしい活

動がほかにあるだろ うか。

従 って私たちはすべての人々に，個

人の記録 と伝記 と，系図を書き，神殿

が建て られ，使用 される日のために備

えるよう勧めるものである。これは長

年教会員が進めてきたプログラムであ

り，今 日， カ トリックやプロテスタン

ト，ユダヤ人，その他大勢の友人たち

が私たちの系図保管庫 を訪れ，彼 らの

家族の絆.を結ぶ備えをしている。

ローデシアでマイクロフィルムの撮

影許可が得られた と聞いている。 また

南アフ リカや，その他世 界の多 くの国

々で も現在マイクロフィルムの撮影 が

行なわれている。

来週私たちは，西部で初めて献堂 さ

れたセン トジョージ神殿の献堂百周年
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を祝 う。

「ルー ッ」熱が 現在合 衆 国内で異常

に高 ま ってお り， 大勢 の人 々が系図 プ

ロ グラムへ の関心 を増 して いる。 また，

当教会 の 系図図書 館が世 界各地 に設 け

られ， 人々は記録 の作 成に携 われ る よ

うにな ってい る。 これ は，マ ラキの語

った ように，子供 た ちの心 を父に 向け

させ よう とす る もの であ る。「これ らは

国 の内外 を問 わず，マ ス コ ミの注 目を

浴 び， 映画 や テ レビに も報道 され てい

る。 また， そ の記事 に よ り何 百万 もの

ア メ リカ人が感化 を受 け，私 た ちが 強

調 して い る家族 の大切 さを神学 の面 か

ら も知 るに至 って いる。

これ は私た ちの教会 の教 えの 中で確

固 とした， 前 向 きの， 重要 な要 素 を持

つ もの であ る。

「見 よ
， わた しはわが使 者 をつ かわ

す 。彼は わた しの前 に道 を備 える。」(マ

ラキ3：1)

「見 よ
， 主 の大 いな る恐 るべ き日が

来 る前 に，わ た しは預 言者 エ リヤ をあ

なたが たにつ か わす 。

彼は 父の心 をそ の子 供 たち に向け さ

せ， 子供 た ちの心 をそ の父に 向け させ

る。 これは わた しが来 て， の ろい を も

って地 を撃つ こ との ない ようにす るた

め で ある。」(欽 定 訳マ ラキ・4：5-6)

これ は まこ とに恐 るべ き予告 で ある。

過去1世 紀 の間， 系 図 と記録 の収集

に 多大 の努 力 を払 った結 果， 出生や死

亡 等 の記録が 非常 に た くさん集 め られ

た。 しか し記 録 もな く， 主の み業が 地

上 で行な われ てい なか った時 代， す な

わち神殿 もな く， また予言者 もい なか

った時代 に この世 に住 んで い た人々 は

数 多 く，今 日で もまた無数 の 人々が残

されて い る。

「モー セは きて
，主 のすべ て の言葉

と，す べ ての お きて とを民 に告 げた。

民 はみ な同音 に答 えて言 った，『わ たし

たちは主 の仰せ られた言葉 を皆，行 い

ます。』

そ して契約 の書 を取 って， これ を民

に読 み聞 かせ た。す る と， 彼 らは答 え

て言 った，『わ たした ちは 主が仰せ られ

たこ とを皆，従 順 に行 います』。」(出 エ

ジプ ト24：3，7)

こ こ で もう一 度，家 庭菜 園の こ とに

つ い て申 し上 げ たい。 この生産計 画 に

携 わ ってい る全世 界の教会 貝か ら手紙

が寄せ られ てい る。 また， 手押 し車 に

い っぱい キャベ ツや トマ ト，豆や メロ

ン， その他 い ろいろ な作 物 を積 み込 ん

だ少年 た ち とそ の父親 の写真 もお送 り

いた だい た。

偉 大 な首 都サ ンパ ウロの 中央 部に 鉱

ソンヤ の菜 園が 設け られた。菜 園につ

いて あ る人々は こ う言っている。「これ

は友 だ ちや 隣近所 の 人々 と親 し くな る

のに よレ、方 法 です。」

「私 たちは家 庭で菜 園の こ とを話 題

に して よ く話 を します 。 これは家族 を

一致 させ て くれ ます
。」

あ るホー ム テ ィー チ ャー は次 の よう

に報 じて いる。「私 は5つ の 家族 を訪 問

してい ます が， どこに も家 庭菜 園が あ

ります。 これ は私 の誇 りです。 どの家

族 も目下 来年 の種 まきの計 画 中です。」

兄 弟姉妹 の皆 さん， これは主 のみ業

であ る。私 たちの携 わ ってい る 多 くの

事柄 は，霊 にかか わ りが な いよ うに思

われ るか も しれ ない。 しか し主 に あっ

ては，す べ ての事柄 が霊 に属 け るもの

であ る1主 は私 たちに，戒 め に耳 を傾

け，従 い，守 るこ とを期待 してお られ

る。私 は皆 さん に， すべ ての方 々 にお

願 い した い。教会 の大会 で その時 々に

応 じて， 教会 幹部 の兄 弟た ちに よって

語 られ る主 の戒 め に従 って生 活す る よ

うに。また戒 めの すべ ては神 より出た も

の であ るこ とを， イエ ス ・キ リス トの

み名 に よって証 申 し上 げ る。アー メン。
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私たちは主の栄光を見た

十二使徒評 議 員会会 員

デ ビ ッ ト'・B・ ヘ イ ト

ベテ ロ，ヤ コプ，ヨハネ，モ ーセ，エライヤス，エライジャが

訪れて，み業を行なう権能 を与えて下 さった ことを宣べ伝えよ

う

た だ今私たちにお話 し下 さったスペ
ンサ ー ・W・ キン ボマ ル大管 長 は，

全世 界 の人々 に対 す る神 の予言者 であ

る。 多 くの人 々の考 え てい るよ うに，

天は閉 じられ てい ない。 それ ばか りか ，

生け る予 言者 は，耳 を傾 け るすべ ての

人々 に訓戒 と助 言 を与 之， 大 きな力 を

得 させ てい る。 まこ とに全 人類 の従 う

べ き，神 の油 注が れた者 であ る。

主 の祝 福が あ って， 今 の私 の心 の思

いを皆 さんに十 分 お伝 えで きれば と願

ってい る。 、

次 の 日.曜日は復 活祭 であ る。 この数

時間， キ リス トを信 じる者 ，信 じない

者 を問わず，世 の 多 くの人々が 絵や物

語， また報道機 関や教 会 の説教 台か ら

語 られ るメ ッセー ジに よって キ リス ト

を思 い起 こす で あろ う。私 た ちの主 の

死 と復 活 で極 みに達 した数 々 の 出来事

に， 人々 は思 い を馳せ るで あ ろ う。 、

救 い主が大 きな愛 を持 ってお られた

ことは，断 片的 なが ら， そ の短期 間の

み業 の記録 を見れ ば十分 に それ を伺 い

知 る こ とが で きる。主 はいつ で も私 た

ちを助 け たい と思 って お られ る。 そ し

て，私 た ちに受 け入れ る備 え さえあれ

ば，一 人一 人にみ た まを存分 に注 いで

下 さるの であ る。 主の 目的 を理 解 す る

手だて として与 え られ てい る キ リス ト

の教 えを読 み，思 い巡 らし， また主 の

み業の発展 に伴 って今 日起 こ って い る

奇跡的 な出来事 を 目にす る時 ，私 は心

の底に喜 び を覚 え る。 そ して，永遠 の

真理に対 して証 を増す ので あ る。

救 い主 に対 す る裏切 り とそれ に続 く

出来事 に先 立 って，現 在変貌 と して知

られ て いるひ とつの 出来事 が起 こっ た。

これ は，直 接 にそれ を目撃 した 人々ば

か りで な く，私 た ちの霊 の高揚 に も大

きな意味 を持つ 出来事 で あ る。

新約 聖書 の記 者の告 げ る ところに よ

れば，救 い主 は使徒 た ちの中 で最 も愛

す る， また最 も理解 の明か るい3人 を

伴って，高 い山に登 られ た。 〔ルカは単

に 「山」(ル カ9：28)と だ け述べ て い

る。〕 そ して，ひ ざまず い て祈 り，間 も

な く起 こ る出来 事 に備 える こ とので き

る， 人 目につか ない場 所 に引 きこも り

た もうた。

救 い主 が これ ら3人 の証 人 を伴 って

山に登 られ た時は， 夕方 の早 い時間 で

あった に ちが い ない。この3人 は，「雷

の子 」 として知 られて いるヤ コブ とヨ

ハネ， それ に 「岩」 と呼 ばれ たペ テ ロ

であ る。 多分 イエ スは， この上 ない安

らぎを覚 え られた と思 う。 これ は天 父

との交 わ りに よって しか得 られ ない も

ので あった。それ以上 に， この世 外 か

らの助 けに よ って今後 も支 えを得 られ

るで あろ う という気持 ちを抱 か れた こ

とだ ろ っ。 イェ スは太陽や 月や星 の光

でない， あ る光 に照 らされて いた。 イ

エ スは来 るべ き死 に備 えるため登 って

行 かれ た。その時 に3人 の使徒 を伴 わ

れ たが， イエス は彼 らに， 主 の栄光，

す なわち御 父の生 みた もう独 り子の栄

光 を見 た ら彼 らは強め られ るだ ろ うと

い う信頼 を寄せ てお られた。 また， 彼

らの信仰 は 強め られ，や がて加 え られ

る屈辱 に耐 える備 えが で きるこ とを信

じてお られ た。

また私 た ちは 記録か ら，救 い主が 引

きこ もる場所 を見つ け てひ ざ まず き，

祈 られ た こ とを知 ってい る。御父 に祈

るこ とに よ り，主 は御 自分 を拒む世 の

疑念 と邪 悪 をは るか に超 越 して高 め ら

れた ので あっ た。 そ して，祈 りを捧 げ

た主 は身 を変 え られ たの であ る。 主の

み顔 は太陽 の よ うに輝 き， その衣 は雪

の よ うに 白 くな った。 そ して， き らき

ら輝 く光 に包 まれた。 主 はこ の よ うな

神 々 しい光 を身 に受 け られ た の であ っ

た。 この妙 な る光景 をた とえ る言葉 と

して福 音書 記者 が用 いた もの は， 太陽

の光 あ るいは雪 の 白さ とい う言葉 であ

った。 この時， ふ た りの御方が 主 の傍

らに現 われ た。 それ はモーセ とエ ラ イ

ジ ャで あ った。祈 りを終 え，来 るべ き

試 練が確 か に受 け入 れ る と，完 き栄光

が 天か ら主 の上 に下 り， イエスが神 の

御 子 であ り， 力 を持 ちた もう御方 で あ

る との証 の言葉 があ った。

ル カの 記録 では，3人 の使 徒 は この

奇 し き変貌 の始 め を見て いない。後 の

ゲッセマ ネの 時 もそ うであ るが， この

3人 の使徒 は 非常 な眠け を催 した と記

され て い る。 しか し彼 らは突然 に 目を

覚 ま した 。そ して彼 らは事 の成 り行 き

を見， また聞 いた。夜 の 闇の中 に，使

徒 た ちは強烈 な光 を見，栄光 に包 まれ

た主 の姿 を目撃 した。 またその傍 らに

は， 同 じ く栄光 に包 まれ たふ た りの姿

が あっ た。 そこで彼 らは そのふ た りが

モー セ とエ ライ ジャで ある こ とを知 り，

ある いは聞か され た。ふ た りが イエ ス

と， エ ルサ レム での主の死 につ いて語

り合 っ たこ とは確 か であ る。

記録 に よる と，示現 が 閉 じ始め た時，
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ペテ ロは心 に思 いつ いた事 柄 をす ぐさ

ま口に した。それ は天か らの訪 問者 の

出立 を遅 くしてほ しい と思 ったか らで

あった。「先生，わ た したちか ここにい

るのは， す ば ら しい こ とです 。それ で，

わた した ちは小 屋 を三 つ建 て ま し ょう。

一つ はあ なたの ため に
，一 つ はモー セ

のために，一つはエ リヤのため に。」(ル

カ9：33)

こ の3人 の御 方は， その夜 の出来事

の意 味 を理解 した と思 わ れ る熱心 なペ

テロの突然の 申 し出に驚か れ た ことで

あろ う。 しか しペ テロか語 っ てい る間

に，輝 く雲 か イエ ス と天か らの訪 問者，

モー セ とエ ライ ジャ， それ に3人 の使

徒 を も覆 い始め た。す る と声か 聞 こえ

てきた。「これはわたしの愛す る子 で あ

る。彼 に聞け 。」(欽 定 訳ル カ9：35)

そ こ て3人 の使徒 はひれ伏 し， 顔 を

隠 した。 イエ スか彼 らの とこ ろに来 て，

手 で触 れ た も うたの は， それか ら どの

位 たって の こ とで あるか，記録 か らは

明 らか でない。 しか し， 彼 らか顔 を上

けた時，すべ ては終 わ って いた。 もう

そこに輝 く雲 は な く，光 もな く，み顔

の輝 きも消 えて いた。 そ して， そ こに

いるのは彼 ら とイエ スだけ であっ た。

そ してた た星 の光 たけか 山肌 を照 ら し

ていた。

この よ うな経験 をした後 ，使徒 た ち

は起 き上 か る こ とをちゅ うち ょして い

たのか も しれな い。 しか し， ひ ざます

いて，祈 る前 と同 じ姿 に戻 っていた イ

エスは， 手 を彼 らにお いて言 われ た。

「起 きなさい
，恐 れることはない。」(マ

タイ17：7)イ エ スは 彼 らの愛す る友

で あっ た。

4人 か 山 を下 る頃， 多分 空か 白み始

めて いた こ とだ ろ う。 イエス は彼 らに，

御 自分か 死か らよみか え るまて， た れ

に もこの こ とを話 さな いよ うに と告 げ

た。 この示現 は彼 らの ための もので あ

る。従 って，彼 ら自身，心 の 中て深 く

思 い巡 らす必要 か あ ったのて あ る。彼

らは他 の使 徒 に さえ話す こ とか て きな

か った。 彼 らは こ うしてキ リス トの指

示 を守 ったか， 完全 な意 味は理解 て き

なか っ た。彼 らは互 いに尋 ね合 ったか

もしれ ない。 あ るいは ひ と りて， この

死か らの復 活か 何 を意味す るのか と，

考 えあ ぐねた こ とた ろ う。 しか し， 彼

らの主 か ま こ とに キ リス トであ り，神

の御 子 て あ るこ とにつ い て これ まで以

上の確信 を得 た こ とも事 実 であ る。

開 拓 時 代 の 写 真 家C・R・ サ ベ ー ジ の 撮 影 し た ソ ル ト レー ク 神 殿 。1881年 。

， 難

L
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私 た ちに とって ，なか なか理解 す る

ことがで きない こ とか も しれ ないが，

イエス御 自身， モー セ とエ ライジャに

よって力づ け られ，支 え られて，全 人

類の限 りない永遠の賄 い をなす ため，

これか ら受 け る苦 痛 と苦 悩 の備 え をさ

れたので あった。また，イエ スが ゲ ッセ

マ ネの園で血 の汗 を流 され る時 に も，

天使 のひ と りが イエ ス を力づ けて い る。

3人 の選 ばれ た使徒 たちは， 来 るべ

き主 の死 と復 活につ い て教 え られ た。

この教 えは， その後 の重大 な数 日間 に

彼 ら一 入一 人への 力づ け とな った こ と

だう つ。

後 に ヨハネはこ う証 してい る。「わた

した ちは その栄光 を見 た。.それ は父 の

ひ と り子 としての栄光 であ って， め ぐ

み とまこ ととに満 ちて いた。」(ヨ ハ ネ

1：14)ま た， 使徒ペ テロは この時 の

体験 を次 のように記 してい る。「わ た し

たちの主 イエス ・キ リス トの 力 と来臨

とを， あ なたが たに知 らせ た時， わた

した ちは，巧 み な作 り話 を用 い るこ と

は しなか った。わ た したちが， その ご

威光 の 目撃者 なの だか らで ある。

イエス は父な る神 か らほ まれ と栄光

とをお受 け にな ったが， その 時， おご

そか な栄光 の 中か ら次の よ うなみ声 が

かかったのであ る，『これ はわ た しの愛

する子 ，わた しの心 にか な う者 であ る』。

わた したち もイエ ス と共 に聖 な る山

にいて，天か ら出た この声 を聞 いたの

であ る。」(IIペ テ ロ1：16-18)

ペ テ ロ， ヤ コブ， それ に ヨハ ネ， こ

の3人 は変貌 したイエ スの栄光 と威光

を見 た。 そして， まさ し く王 国 の鍵 を

大会の放送 をモニターす る技師

受けたのであった。さらにこの3人 は，

ゲ ッセマネの園に連れて行かれ，イエ

スが世 の罪を自らの身に受けて苦 しん

でおられるさまを見たのであった。主

はこうして私 たちをアダムの堕落か ら

蹟 い， また復活によって，御 自分が御

父の生みたもう肉における独 り子であ

ることと，世の贈い主であることを示

されたのであった。

これら山上における3人 の証 し人，

すなわちキ リス トの先任使徒 であった

ペテロと，それにヤ コブとヨハネは，

1829年 にジョセブ ・ス ミス とオリバー

カウ ドリに現われ，ふたりにメルケゼ

デ ク神権 を授け，王国の鍵 と使徒職 を

与えた。また， カー トラン ド神殿にお

いてジ ョセブ とオ リバーにキリス トが

現われ，続いてモーセ とエライヤス，

さらにエライジャが訪れて，権能 を授

け，この神権時代に欠かせない諸々の

鍵を付与 した。この出来事 を予言者は

次の よっに記録 している。

「その 日の午後，余は十二使徒会よ

り聖餐 を受けて教会員に長 たる他の者

が主の聖餐 をくばる手助けを為 した り。

この十二使徒会は，この 日聖卓に着 き

てその職 を執行す る特権 を有ちし者な

り，余は兄弟たちにこの勤め をなし終

えし後教壇へ退 きしに，仕切 の幕下さ

れて余はオ リヴァ ・カウ ドリと共にひ

ざまず き厳粛なる沈黙の祈 りを捧げた

り。 この祈 りを終えて立上 りしに，以

下の如 き示現われら二人に開かれたり。

われちの心よ り覆い取 り去 られて覚

りの眼開かれた り。

われ らは，われ らに面 して教壇の胸

欄 に立 ちた も う主 を見 た り。而 して，

主の 脚下 には こは くの如 き色 した る純

金 の床 あ りき。… …

われは始め な り終 りな り。われ は生

け る者 な り殺 され た る者 な り。父 と汝

らの間の仲保 者 な り……

この示 現 閉 ぢ らる るや，天再 び われ

らに開け てモー セ われ らの前 に現 われ，

…… イ スラエ ル 人の集合… …の鍵 をわ

れ らに委せ り。

この後 よ りエ ライヤ ス現 われ， アブ

ラハ ムの福 音 の神 権 の時代 を委 して言

える よ っ， われ ら とわれ らの子孫 に よ

りてすべ てわ れ らの後 の代 の人々祝福

を受 くべ し， と。

この示 現閉 ぢ らる るや， また別 の雄

大 に して栄 光 あ る示現 突如 開かれ た り。

すな わち，死 を味 わ うこ とな く天 に上

げ られ し予 言者 エ ラ イジャわれ らの前

に立 ちて 曰 く……

この故 に， この末 日の神権 の時代 の

鍵 を汝 の手 に委す 。 これ に よ りて汝 ら

は，主 の大 い なるお そるべ き 日のすで

に近づ きて正 に 門口に あ るを知 る を得

ん 。」(教 義 と聖 約1101前 書 き，1-2，

4，11-13，16)

こ う して神聖 な鍵 と権威， 権能 が，

この時 満 ちた る神権 時代 に天使 た ちか

らジ ョセ ブ ・ス ミスに授 け られたの で

あった。 これ らの鍵 は， かの 山上 でぺ ・

テ ロ とヤ コブ と ヨハ ネに授 け られた同

じ鍵 であ り， 私 たちは これに よって，

あ らゆ る国民に福音 を宣べ伝 え，私 た

ちの主 イエ ス ・キ リス トの力 と栄 光 と

威光 を宣 言 し， また主 の来臨 の 日が近

い こ とを告 げて い るの であ る。今 朝，

私 たちが この耳 を傾 けた神 の予 言者 は，

今 日これ らの鍵 と権 能 を保 有 してお ら

れる。従 って私 た ちは， あ らゆ る地 に

住 む 入々 に，私 た ちが全 人類 に携 え行

くこの神 の メ ッセー ジを聞 くよ うに呼

びか け るもの であ る。

私 は これ らの事 柄が事 実 であ るこ と

を私 たちが救 い主，贈 い主 として敬 い，

拝 し，愛 す るイエ ズ ・キ リス トの み名

に よ り， 心か ら証す る。 これ らの こ と

を主 の聖 きみ 名に よ って 申 し上 げる。

アー メン。
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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

大管長会への

教会財務委員会報告

委員長

ウ ィ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ドリ ング

私 た ちは1976年12月31日 を期 末 日と
する教会の年次財政報告書， なら

びに1975年9月1日 から1975年12月31

日までの業務状況 を検査致 しました。

1975年 に教会の会計年度の期末 日が8

月31日 か ら12月31日 に変更され ました。

当委貝会は，教会の中央基金およびそ

の他関連組織の基金，教会財務部の保

持す る報告書等，すべ ての財政報告書

と運用状況を検査致 しました。 また，

予算編成，会計，監査の諸手続 き，な

らびに基金の受領方法 と支払いの処理

方法についても調べ ました。その結果，

教会の中央基金の歳出が大管長会の承

認の下に，予算手続 きを踏んで行なわ

れていると判断致 しました。予算編成

は，大管長会ならびに十二使徒評議員

会，管理監督会 より構成された什分の
一配分評議会で承認されています

。そ

して，支出承認委員会が毎週開かれる

会合において， その予算の下で基金の

支出を管理運営 しています。

現在，教会の急速な発展に立 ち遅れ

ることのないよう，財務部やその他の

部門に最新の会計技術 と設備を導入 し

て，資料の処理 を適格に行 なっていま

す。また財務部 と法務部は，連邦政府

ならびに州政府，諸外国の政府による

課税問題 を共同で適切に処理 していま

す。

他のあらゆる部門とは独立 した監査

部は，伝道部 をも含み，上述の組織の

監査 を定期的に実施 しています。また，

教会の発展 と活動の拡大に並行 して，

教会の資産 を保護する運営規模 も大き

くなっています。ワー ド部 とステーキ

部の基金の監査は，ステーキ部監査員

に割 り当てられています。 また，教会

が所 有 ある いは管理 して い る法 人組 織

の事業 につ い ては，財務 部 はそ の報 告

書 を保 管 しな いので， 公認 の会計検 査

人が 監査 を行 な って い ます 。

当委 員会 は，年 次財政 報告 書， その

他 の会 計 資料 ， な らびに財政 業務 の管

理 の基 とな る会計 お よび監査 方法 を検

討 し， さ らに財務部 ，監 査部， 法務部

の職 員 と会合 を持 って調 べ ま した。 そ

の結果，1975年9月1日 か ら1976年12

月31日 ま で， 延べ16ヵ 月問の教 会 中央

基 金 の歳 入歳出 は適切 に会計処理 され

てい ま した。

教 会財務 委貝 会

ウ ィルフ ォー ド・G・エ ドリング

ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ ト

ウ ェス トン ・E・ ハ ミル トン

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネデ ィー

ウ ォー レ ン ・E・ ビュー

十 二 使 徒 評 議 員 会 ，1953年10月 。 前 列 左 よ り， ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス 会 長 ， ハ ロ ル ド ・B・ リー ， ス ペ ンサ ー ・W・ キ
ンボ ー ル ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン， マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン ， マ シ ュ ー ・カ ウ リー 。 後 列 左 よ り， ヘ ン リー ・D・ モ イ ル ， デ ルバ ー ト ・L・ ス テ イ プ レー

， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー ， リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ ， ア ダ ム ・S・ ベ ニ オ ン ，』リチ ャー ド ・L・ エ バ ンズ

の 各 長 老

麹 遮 ・：ξ、、磯.鍵



教会役員の支持

第一 副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

先 日・ブラジルのサンパウロ神殿の
初代 神殿長 と して フ ィン ・B・ ポ

ールセ ン兄弟
，「な らびに 介添 人(メ イ

トロン)ξ してその 妻 メ リッサ ・プ ロ

ーベ ン ト・ポールセ ン姉妹の任命 され

たことが発表され ました。ポールセ ン

姉妹はこれまで中央初等協会会長会の

第二副会長 としてその責任 をよ く果た

してこられました。私たちは彼女の こ

れまでの働 きに心か ら感謝 し，彼女 を

初等協会会長会か ら解任 したいと思い.

ます。ポールセン姉妹 の解任にあたっ

て感謝の気持ちを示 して下 さる方は，

いつ もの方法をもってその意 を表わし

て下さい。

私たちは予言者，聖見者，啓示を受

ける者，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教

会の大管長 としてスペンサー ・W・ キ

ンボールを支持 して下さるよう提議致

します。この提議に賛成の方は右手を

挙げてその意 を表わして下さい。 もし

反対の方があれば， 同じようにその意

を表わして下 さい。

大管長会第一副管長 としてナサ ン ・

エル ドン ・タナー を，第二副管長 とし

てマ リオン ・G・ ロムニーを支持 して

下さるよう提議致 します。賛成の方は

その意を表わして下 さい。 もし反対の
ノす

方があれば，同 じようにその意を表 わ

して下さい。

私たちは十二使徒評議員会会長 とし

てエ ズラ ・タフ ト・ベ ンソンを支持 し

て下 さるよう提 議致 します。賛成の方

はその意を表わして下 さい。もし反対

の方があれば，同 じようにその意 を表

わして下さい。

私 たち は十 二使 徒定 員会会 員 として，

エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソン， マー ク ・

E・ ピー ター セ ン，デ ルバー ト ・L・

ステ イプ レー ， リグラ ン ド ・リチ ャー

ズ，ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター， ゴー ド

ン ・B・ ヒン クレー， トーマ ス ・S・

モ ン ソン， ボ イ ド ・K・ パ ッカー， マ

ー ビン ・J・ ア シ ュ トン
， ブルー ス ・

R・ マ ッ コンキー ，L・ トム ・ペ リー，

デ ビ ヅ ド ・B・ ヘ イ トを支持 して下 さ

るよ う提議致 します。 賛成 の方 はその

意 を表 わ して下 さい。 も し反対 の方が

あれ ば， 同 じ ようにその意 を表 わ して

下 さい。

教会 の大祝 福 師 としてエル ドレッ ド・

G・ ス ミス を支持 して下 さ るよ う提 議

致 します 。賛 成の方 は その意 を表 わ し

て下 さい 。反対 の方 があ れば， その意

を表 わ して下 さい 。

大 管長 会副管 長， 十二使徒 ，大 祝福

師 を予 言者 ，聖 見者， 啓示 を受 け る者

として支持 して下 さ るよ う提 議致 しま

す 。賛成 の方 はそ の意 を表 わ して下 さ

い。 も し反対 の方が あれ ば， 同 じよ う

に その意 を表 わ して下 さい。

私 た ちは スペ ンサ ー ・W・ キン ボー

ル を末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会信

託 管理 人 と して支持 す る よう提議 致 し

ます 。賛 成の 方は その意 を表 わ して下

さい。 も し反 対の 方が あれば，.同 じよ

うに その意 を表 わ して下 さい 。

七十 人第一 定貝 会会長 会な らび に七

十 人第一 定員 会会 員 と して， フ ラン ク

リン ・D・ リチ ャー ズ， ジェー ム ズ ・

E・ フ ァウス ト，J・ トーマ ス ・フ ァ

イア ンズ ，A・ セ オ ドア ・タ トル， 二

一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル
， マ リオ ン ・

D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン を 支

持 し て 下 さ る よ う 提 議 致 し ま す 。 賛 成

の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し

反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意

を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 第 一 定 員 会 会 貝 と し て 以 下

の 方 々 を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し

ま す 。 ア ル マ ・ソ ニ ， ス タ ー リ ン グ ・

W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー ，

セ オ ド ア ・M・ バ ー トン ， バ ー ナ ー ド ・

P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ ェ ー ム ズ ・A・

カ リモ ア ， ジ ョ セ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ，

ウ ィ リ ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョ ン ・

H・ バ ン デ ン バ ー グ， ロ バ ー ト ・L・

シ ン プ ソ ン ，O・ レ ス リー ・ス トー ン ，

ウ ィ リ ア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー ，

ロ バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア ドニ ー ・

Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン ，

S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ハ ー トマ ン ・

レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・

ダ ン ， レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー

ン ・R・ ク ッ ク ， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ

ィ デ ィ エ ， ウ ィ リ ア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カ ー

ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッ セ ル ・

バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ

ロ ー バ ー グ ， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ，

ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス トー ン ， デ ィ

ー ン ・L・ ラ ー セ ン
， ロ イ デ ン ・G・

デ リ ッ ク ， ロ バ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ ，

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・

M・ パ ラ モ ア ， リ チ ャ ー ド ・G・ ス コ

ッ ト 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下

さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ

う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。
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管理 監督会 の管理監 督 として ビ クタ

ー ・L・ ブ ラウ ンを
， 第一 副監督 と し

てH・ バー ク ・ピー ター ソ ンを， 第二

副監督 としてJ・ リチ ャー ド ・クラー

クを支持 して下 さる よう提議 致 します。

賛成 の方 は その 意 を表 わ して下 さい。

もし反対 の方が あれ ば， 同 じよ うにそ

の意 を表わ して下 さい。

十二使 徒会地 区代表 として，全十 二

使徒会地 区代表 を現状 の ま まで支持 し

て下 さ るよ うに。

若 い男性会長 会 を現状 の ま まで支持

して下 さるよ うに。

扶助協 会。会 長 としてバ ーバ ラ ・ブ

ラ ッ ドシ ョー ・ス ミス を， 第一副会 長

として ジャニ ス ・ラ ッセ ル ・キャ ノン

を， 第二副会長 と してマ リア ン ・リチ

ャー ズ ・ボイヤ ー を， その他 管理会 員

を現状 の ままで支持 して下 さる ように。

日曜学 校。会 長 として ラ ッセル ・M・

ネル ソンを， 第一副会 長 としてB・ ロ

イ ド ・ポー ルマ ンを，第二 副会長 とし

てジ ョー ・J・ ク リスチ ャンセ ン を，

その他管理会 員 を現状 の ま まで 支持 し

て下 さ るよ うに。

若 い女性。 会長 として ルー ス ・パ ー

デ ィ ー ・フ ァ ン ク を ， 第 一 副 会 長 と し

て ホ ー テ ン ス ・H・ チ ャ イ ル ド を ， 第

二 副 会 長 と し て ア ー デ ス ・G・ カ ッ プ

を ， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支

持 し て 下 さ る よ う に ，

初 等 協 会 。 会 長 と し て ナ オ ミ ・マ ッ

ク ス フ ィ ー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を ， 第

一 副 会 長 と し て コ リ ー ン ・ブ ッ シ ュ マ

ン ・レ モ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て ド ロ

シ ア ・ル ー ・ク リ ス チ ャ ン セ ン ・マ ー

ド ッ ク を ， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま

ま で 支 持 し て 下 さ る よ う に 。

教 会 教 育 委 員 会 。 委 員 と し て ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ド ン ・

タ ナ ー ， マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ， ゴ ー ド ン ・

B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ ス ・S・ モ ン

ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ， マ ー ビ

ン ・J・ ア シ ュ1・ ン ， ブ ル ー ス ・R・

マ ッ コ ン キ ー ， マ リ オ ン ・D・ ハ ン ク

ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン ， ビ ク タ ー ・L・

ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス を 支

持 し て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表

わ し て 下 さ いD反 対 の 方 が あ れ ば ， 同

じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

教 会財務 委 貝会。 委員 として ウ ィル

フ ォー ド・G・ エ ドリング，ハ ロル ド・

H・ ベ ネ ッ ト， ウエ ス トン ・E・ ハ ミ

ル トン， デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネデ ィー，

ウ ォー レン ・E・ ビュー を支持 して下

さ るよ うに。

タバ ナ クル合 唱 団。団長 としてオー

クレー ・S・ エバ ン ズを，指 揮者 とし

て ジェラル ド ・D・ オ タ リー を， 准指

揮 者 として ドナル ド ・H・ リプ リン ガ

ー を
，主 任 オル ガニ ス トとして ア レク

サ ンダー ・シュ ライナー を， オルガ ニ

ス トとして ロバー ト ・カンデ ィ ック，

ロ イ ・M・ ダー り一 を支持 して下 さる

よ うに 。

以上 の提 議 に賛 成の方 は その 意 を表

わ して下 さい。 反対 の方が あれば， 同

じよ うにそ の意 を表わ して下 さい。

キンボー ル大管長 ，以上 の役 員お よ

び教会 幹部 に対 して全会一 致 の支持が

得 られた よ うです 。

キン ボー ル大 管長の指 示 に より， た

だ今新 たに 支持 された ホーマー ・ダラ

ム兄弟 ， ジ ェー ム ズ ・パ ラモア兄弟，

な らびに リチ ャー ド ・ス コ ッ ト兄弟 は

壇上 に着席 して下 さい。

七 十 人 最 高 評 議 会 ，1941年[0月1945年3月 。 前 列 左 よ り， ア ン ソ ン ・R・ ア イ ビ ン ズ ， リー バ イ ・エ ドガ ー ・ヤ ン グ(会 長)， ラ フ ス ・

K・ ハ ー デ ィ ー 。 後 列 左 よ り， サ ミ ュ エ ル ・0・ ベ ニ オ ン， ジ ョ ン ・H・ テ イ ラ ー ， リチ ャ ー ド ・L・ エ バ ンズ ， オ ス カ ー ・A・ カ ー

カ ム の 各 長 老
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来 リて，主イエス を知れ

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ツコ ンキ ー

天の神 々と私たちの関係 。私たち は何 を望 まれているのか

A日 溌 る所 で人々 は聞慣 れ ない声7

を耳 に して い る。 それ は，破滅 へ

通 じる禁制 の わ き道へ と人々 を誘 い招

く声 であ り，世 の救 い主 の こ とを様 々

に語 る不 調和 な声 であ る。

「見 よ
， ここに キ リス トが い る」 と

呼ぶ 声 もあれば，「見 よ，あそこだ」 と

い う声 もある。 多数 の説教 者が 「キ・リ

ス トを信 じな さい。 この方法 に よれ ば

救われ ます 」， また 「あの方法 に よれば

救われ ます 」 と語 ってい る。'

コー ラ ンは イエス をアブ ラハ ムや モ

ー セ と同 じよ うな予 言者 であ る と主張

し，神 の御 子 で ある とい う考 え をわ き

へ押 しや ってい る。そ して こ っ言 っ。

アラー の神 は人 を願 う息子 を必 要 とし

て はいな い。ただ そのみ むね を告 げ る

だけで ある。 それで事 は成就 され る，

と。

ある宗教 の声 は十字 架 を振 り返 りな

が ら言 う。「私 たちは2000年 前 に救われ

ている。だか ら， それ を今 ， どっこ っ

して私 たちにで き るこ とは何 ひ とつ な

い 」

また別の声は宣言す る。「バプテスマ

は大して重要 ではない。信仰だけだ。

主を信 じると告 自しなさい。それ以上

のことは不要だ。必要なことはすべて

イエスが行なって下さった。」

良 き行ないの必要性 を無視する別の

派は，すべての人間は最終的に神 とひ

とつになる，つまりすべての者は救わ

れると断言す る。

また，ある宗教では，告 白， ざんげ，

浄罪，聖職階級組織の儀式などを大声

で主張 している。 イエスは偉大な道徳

の教師であ り，それ以上の何者でもな

いと唱える派 もある。そして，ほかに

も多くの宗派が，処女生誕説は奇跡物

語を作 り上げた無学な弟子たちの宗教

にかこつけた作 り話であると信 じている。

このように，あらゆる宗教，団体，

教派が各 自の異なった神学的特質に合

わせてキリス トを作 りあげ，そしてそ

れをキ・リス トとして認めているのであ

る。櫛存知のように，救 いはキ・リス ト

を通 して， この方法によって来る，あ

の方法によって来ると相争って主張す

るそのさざめ きこそが，時のしるしな

のである。

イエスは，私 たちの時代に，にせ キ

リス トや にせ予言者が現われると予言

しておられる。イエスの名 を語る偽 り

の宗教が起 こり，イエスの名のもとに

偽 りの教義 と偽 りの宗教が広 まり，そ

して偽 りの教義 と偽 りの教師が至 る所

で見られ るようになると予言 されたの

である。
いつせい

その中で，私 たちのあ げる一声 はひ

ときわ高 く， 主のみ こころとみむ ね と

み声を響 きわ た らせ る もの であ る。私

た ちの声 は，生 け る真 の キ リ・ス トを証

し， また主が御 自身 と福 音 を再 び この

時代 に現 わされた こ とを告 げ る。 そ し

て この声 は， カルバ リで死 なれ たかの

御方 のみ も とに 来る よ う， また近代 の

予 言者 に与 えられた主 の律 法 に従 って

生 きるよ うすべ ての人 に呼びか け るの

で ある。

ここで，私 は真の救 い主 を知 った者

として， 主 は確 か に神 の御子 で あるこ

とを証 したい。 また， 主 の聖 いみ名 を

通 してのみ救 い は もた らされ，ほか に

道 はな いこ とを聖霊 の力 に よって証 申

し上 げ る。

き ょう私 は，天 の神々 につ いて，神

神 と私 たちの関係 につ いて， また神々

が私 たちに何 を望 ん でい らっ しゃるか

につ いてお話 した い と思 う。最 初に，

これか ら私が述 べ る教 義 と証 は心 を開

き， 聖 きみ たまの力 に よって照 らされ

る人 にのみ，真 実 であ るこ とがわか る

であ ろ う。

私 た ちは聖霊 の力に よ り，御 子のみ

名 を通 して天父 を礼 拝す る。

御父の名はエロヒム，

エホバはその御子。

すべての神々を従 えた御二方は至高

の御座に立 ち，

万物 を治める。

エ ホバ は聖 な る人

エ ホバ に よ りて贈 いは来 たれ り。

エ ホバ の言葉 は この世 に命 を与 え，

エ ホバ は世 の生 け る主 とな りぬ。

聖 きみ たまは証 した もう，

われ らはみ た まの声 を受 く，

御 父，御子 ，聖霊 は 人類 の永遠 の神

で あ る と。

天にいます神は永遠の御方である。

神はあ らゆる権能 と力とを持ち，すべ

てを支配 しておられる。神はすべての

力を有 し，すべての真理 を御存知 であ

る。すべての善なる事柄は，その永遠

の完きをもって各個独立して神の内に
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大 管 長 会 ，1898-1901。 ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー 大 管 長(中 央)， ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン 第 一 副 管 長(左)， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 第 二 副 管

長(右)(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 供)

ある。神は万物の創造主，支 え主，保

護 主てある。神のみ名はエ ロヒム と言

い，私たちの天の御父てある。すべて

の人の霊の文字通 りの御父てある。神

は人間の体 と同 じように触知 し得 る骨

肉の体を持ってお られる。そして，事

実神 は復活 し，栄光 を受 けられた御方

てある。神の有する生命こそか永遠の

生命 てあ り，永遠の生命は永遠の家族

単位 で生活 し，天父の持つすべての栄

光 と権能を有す ることにより得 られ る，

と定義される。

私たちか証す る主イエスは，御父の

長子てあ り，すべての創造物に先立っ

て生まれた。イエスは創世の初めか ら

神に愛 され，選はれた御方てあった。

永遠の御父は救いの計画 を立て，定

められた時， すなわち大いなるエロヒ

ムは霊の子供たちに進歩成長 して御 自

身のようになるためのひとつの方法 を

示された時，換言すれば私たちの御父

は私たちに永遠の生命 を約束 された時，

その計画 を実施す る者 を募 られた。

天の万軍に神の福音 を教えた後，死

すべ き世に多くの危険と試練かあるこ

とを教 えた後，栄光の宮廷て贈 い主の

必要性 を説いた後，御父は天の万軍に

尋ねたもうた。
「たれを私の息子 として使わそ うか。

たれか私の計画 している一つ一つの事

柄を行なって くれ るだろうか。すへて

の者に不死不滅をもたらし，信 じて従

う者に永遠の生命への復活 をもたらす

永遠の腰 いを成 し遂けて くれるのはた

れたろうか。」

すると，愛子てあ り長子であるイエ

スか答えて言われた。

「父よ，私 をお遣わし下さい。私か

あなたの息子 とな りましょう。父よ，

私かあなたの御計画を行 ないます。そ

して悔 い改め るすべ て の人々 の罪 を，

この身 に負 い ま しょう。 そ して父 よ，

誉 れ と栄光 か 永遠 にあ なたに あ ります

よ つに。」
もと

そして，天父の下て無数の世界を創

造されたこの愛子は，世の初めから選

はれ，予任 され，ほふられた小羊 とな

られた。

それか ら，大いなるエホハは生 まれ

て死に，再び墓か ら栄 えある不死不滅

の体 によみかえって，文字通 り神に似

た者になると宣言された。

こうして，霊 の中の長子か，肉体に

あって神の生みたもう独 り子 となるよ

う選はれたのである。

明けの星 は相共に歌い，神の子たちは

みな喜び呼はわった。不死不滅 と永遠

の生命は今や夢 ではない， と。

次に，肉体 の死 と霊の死 を伴 う人類

の堕落かアタム とイブによって生 じ，
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その結果，人類を贈 う救い主の約束が

果たされることになった。主なるエホ

バの福音が啓示され，人は主のみ名に

よって天父を礼拝することができるよ

うになった。また， この地球で永遠の

生命の言葉 を享受 し，やがて日の光栄

の状態 となるこの地球上で永遠の生命

を受け継 ぐことができるようになった。

アダム とイブは，子孫がキ リス トを

信じ，罪を悔 い改めてバプテスマ を受

け，聖霊の賜 を受けて義の業に励むよ

う，子孫にすべ てのことを教えた。

キ リス トとキリス トの律法について，

すべての聖なる予言者たちに啓示が下

された。ペテロは次のように語 ってい

る 「預言者たちもみな，イエスを信 じ

る者はことごとく，その名 によって罪

のゆるしが受けられると， あかしをし

ています。」(使 徒10：43)

アブ ラハムの神， イサ クの神，ヤ コ

ブの神， とはイスラエルの神，聖なる

者，全能の主 とはキ リス トのことであ

る。主は，約束されたメシヤ，救い主，

贈い主，ダビデの子であった。

主は定め られた時に，約東通 りユダ

ヤのベ ツレヘムで処女 より生 まれたも

うた。

主は母マ リヤか ら死すべ き肉体を授

か り，これによって 肉体につけるすべ

ての誘惑 と病与そして死 を免れ得ない

者 とな られた。しか し同時に，不死不

滅の状態にある父なる神か ら不死不滅

の性質 を受け継 ぎ，永遠に生 きる力，

すなわち自らの意志によって死に身 を

まかせ その後再びよみがえって栄光 あ

ふれる不死不滅の体を持つ力を備 えて

お られた。

主は，アダムの堕落 によってもたら

された肉体の死 と霊の死か ら人聞を膿

うためにこの世 に下 りたもうた。主は

下 り来て，神の正義の要求 を満 たし，

内悔い改める者に慈悲を施 された。仲保

者 として，主は主を信 じるすべ ての者

のためにとりなしをして下さったのである。

主はすべての人に無償の賜 として不

死不滅をもたらす ことになっ々。また，

主の福音の律法 と儀式に従 うすべての

者が永遠の生命を得 られるように道 を

開かれた。主は希望 と喜び と，平和 と

救いを携えてこの世に来 りたもうた。

まさしく主のみ名は，天の下で救いを

もたらすただひとつのみ名である。

私 たちの主，主なるエホバ，主イエ

スは私 たちの希望であり，救いである。

福音 を通 して生命 と不死不滅に光を投

じたもうたのは主である。主は私 たち

を死 と地獄 と悪魔 と限 りない苦 しみか

ら解 き放 って下 さった。

復活後，主はいと高 き所に上 り，御

父の右に座 された。そして私たちの時

代に御父 と共に姿 を現わされた。天父

は仰せ られた。「こはわが愛子なり，彼

に聞け」(ジ ョセブ ・スミス2：17)と 。

これまで主は， この世 の友 と交わる

ため，幾度 とな く地 を訪 れたもうた。

また近い将来，主は大勢の天使 と共に，

御父の王国に属けるすべての栄 えを携

えて再び この地球に来 られるであろう。

その時に主は，御 自ら正義 と平和をも

って世 を治められるであろう。主の来

る日，悪人は滅ぼされ，世の人々は裁

きを受け，すべての死滅すべ きものは

主の栄光によって滅ぼし去 られるので

ある。.

主は私たちの友であ り，立法者であ

り， 王 であ り， 主 であ る。私 た ちは主

の み顔 を求め ，主 のみ もとに帰 りたい

と願 って い る。私 た ちは主 の民 で あ り，

主の羊 の群 れの羊 で ある。 レ

私 たちの願 いは，贈 い主 の血 に よ り

「神 との一致 を得 」るこ とであ り
，』「そ

れ は人 が最善 をつ くしてば じめ て，神

のめ ぐみに よ り救 われ るこ とを知 って

い るか らで あ る。」古代 の聖徒が ， 「キ

リス トの こ とを話 し， キ リス トの こ と

を喜 び， キ リス トの こ とを説教 し， キ

リス トの こ とを予 言 し」 たのは， ほか

で もな いす べ ての 人に 「ど こに罪 の赦

しを求 め るか を知 らせ るため 」 であっ

た。(Irニ ー ファ イ25：23，26)

それ 故， 定め られ た儀 式 に従 い，神

よ り課せ られ た義務 を果た そ うで はな

いか。 私 は，主が 神 の御 子 であ るこ と

を証 す る。私 たちは主 の血 に よって救

われ て いるの であ る。 主は確 かに全能

な る神 の御 子 であ り， 主に よ り私 たち

は今 も永遠 に も平安 を得 られ るの であ

る。

主 イエ ス ・キ リス トのみ名 に よって
ノ

申 し上 げる。 アー メン。

大 管 長 会 ，1901-10。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス 大 管 長(左)， ジ ョ ン ・R・ ワ イ ン ダ ー 第 一

副 管 長(中 央)， ア ン ソ ン ・H・ ル ン ド第 二 副 管 長(右)(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 供)
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一

輯 感 あふ れ る話 と素 晴 らしい コー ラ
亜 スを聞

いて， この会 に主 のみ たま

があ るこ とを感 じて いる。私 もこの よ

うに皆 さんの前 に立 ちなが ら，主 のみ

た まが共 にあ る よう心か ら祈 って いる。

先 日，私 があ る友人 と話 を して いる

と， そこに彼 の部下 が通 りかか った。

すると友 人は言 った。「彼 は本 当に誠実

な入で してね 。私 の会社 で働 いて30年

に な りますが，今 まで一 度だ って不正

直な態度 や行動 をみせ た こ とがな いん

です 。ああ い う人が私 の会社 にい る と

思 うと鼻が高 いです よ。」

その 日か ら私 は誠 実 とい うこ とにつ

いて深 く考 えて きた 。 そ して，宗教，

科学， 経済， 地方あ るい は国の政 治，

そのほか あ らゆ る分 野で一緒 に仕事 を

す る人々 と常 に誠実 で信頼 で きる交際

がで きた ら とい うの が今 の私 の望 みで

あ る。特 に， 地域社 会や その他 におけ

る生活は家庭 の延長 で ある。従 って，

誠実 さは家庭 で教 え，習慣づ けるべ き

もの である。

この 『古めか しい』 美徳 の 回復 が必

要 である と感 じた私 は， この こ とをテ

ーマ に話 をす るこ とに した。誠 実，不

誠実 は私 た ちの 人生の ほ とん どあ らゆ

る面，例 えば話 す事 柄， 考 え，望 み な

どに大 きな影響 を与 える。

この説教 台に立 った現 代 の最：も立 派

な宗教指 導者 か ら，正 直，信 頼， 正 義，

真実，親切 ，公正 ，慈愛 ，愛， 忠 実，

その ほか 多 くの正 しい生 活の 原則 にっ

いて説教 と， 訓戒が与 えられて きた。

人が これ らすべて の特 質 を完全 に備

える時， これ らの特質が 人の思考 ，行
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第一 副管長

N・ エ ル トン ・タ ナ ー

人を 「不安 と苦悩 」のかせから解 き放つ この 「古めか しい」美

徳の 回復

動，望 み の原動 力 とな る時， 人 は完 全

な者， 道徳 に添 う者，正 直 で まっす ぐ

な者 と呼 ばれ る よ うに なるであ ろ う。

それ では，完 全 な者 と呼 ばれ る人に

つ いて考 え てみ よ っ。 この よっな人は，

何 か を追求 す る時，何 か を決 心す る時，

決 して迷 わ ない。絶 えず一 貫 した 目的

を持 ってい るか らであ る。 それ はだれ

か の言 うよ うに，「き ょうは教会，明 日

は仕 事， そ して次 は レク リエー シ ョン，

家 庭，旅 行」 とい った散漫 な もので は

な い。 次のエ ドワー ド・サ ンフォー ド・

マ ーチ ンの詩 の一節 を見てみ よ う。 こ

の こ とが良 く表現 され てい る。

見 よ，世 の宮居 に群が る人々，

ある心は慎 み深 く， あ る心 は高ぶ る。

罪に泣 く心 あれば

それ をあ ざ笑 っ心 あ り，

人 を愛す る心 あれば

名誉 と金 を求め る心 あ り，

ああ， ここか ら逃 れ る こ とが で きた

らよい もの を，

ああ， 自分 を探 し当て るこ とが で き

た らよい もの を。
むれ

(助 襯 彫6空 五69ガo%『 群 』)

これ と逆 に，揺 る ぎない性格 を備 え，

揺 るぎない人生 を送 った 「誠実 」 の理

想 ともい うべ き方が い る。救 い主 イェ

ス ・キ・リス トであ る。 イエ スは， 人は

二心 を持 って生 活す るこ とは できな い

と言わ れた。す な わち， 人は神 と富 と

に， またふた りの主 人 に兼 ね仕 え るこ

とは で きない と教 え られ た。 この教 え

は， 目的の単一性 を示 す ばか りでな く，

イエス御 自身 の生涯が 誠実 に代表 され

るこ とも物語 って い る。 そ して この美

喫 ・

徳 こそが ，現 在一番 必要 とされ てい る

もの なので ある。

政 治 に関 して もそ うであ る。 有力 な

人々 にへ つ らっ た主 張や決 意 を掲 げ る

こ とな く徳高 き目的 を もって専心 努力

す る人々に よって政 治は行 な われ るべ

きで ある。私 た ちは汚 れな い精神 の持

ち主 ，道徳 的に潔 く隠 し立て のな い生

活 をす る人，迷 わず ，利 己的 でな く意

志の 強 い人 を選 び， 支持すべ きであ る。

また， この世 は勇気 あ る，正 しい確 信

を持 った男 女 を必要 としてい る。す な

わち， 常 に誠実 で あ り， 便宜 主義 でな

く金や権 力 を願 わず， 徳高 い議員 を支

持 し認め る 入々 を必要 としてい るので

ある。

イギ リス に伝 わるお も しろい話が あ

る。 ある 日，農 夫が 畑 に出て仕事 を し

てい る と， きつ ね狩 りの一 団が来 た。

畑 を馬 に踏み荒 らされ るの を恐 れた農

夫 は，ひ と りの使 用 入 を呼 んで言った。

「行 って畑 の入 口を締め て来 な さい。そ

してだ れに も開け させ な い よ うに見張

って いな さい。」使用 人が そこに着 くと，

狩 りの一 団が 入 口の前 に勢 ぞろ い して

いた。 ひ と りが 入 口をあけ る よ う命 じ

た。 使用 人は主 人か ら受 け た命令 を告

げ て断わ った。 男た ちが 馬か ら降 りて

次々 に使用 人 を脅か した り， 買収 しよ

うとしたが， 彼 は断 固 として断 わ り続

け た。

その時， 馬上か らその様子 を見て い

た ひ とりが近づ いて きて 言った。「少年

よ， 私 を知 ってい るか 。私の名 は ウエ

リン トン公 爵 と言 って， だれ で も私 の

名 を聞けば す ぐに服従す るの だ。 さあ，



入 口を早 く開 けな さい。私 と私 の友が

通 るの だか ら。」

少年 は帽子 を脱 ぎ， イギ リス全 国民

が誇 るウエ リン トン公爵 の前 に敬 意 を

表 して静 か に答 えた。「ウエ リン トン公

爵な らば ，私 が命令 に背 くこと をお許

しに な らない はず で しょ う。私 は死 ん

で もこの 入口 を開 け るこ とは で きませ

ん。 またお通 しす るわけに もい きませ

んρこれは私 の主 人か ら言いつ か った

命令 なのです 。」

これ を聞 いた公爵 は非常 に感動 し，

自分 の帽子 を脱 いで言 った。「買収 や脅

迫に もひ るまず正 義 を貫 く男 よ， 私 は

本 当に感謝す るぞ。私 の兵 隊が みん な

この よ うであれば， フラ ンス ど ころか，

全世 界 をも征 服す るこ ともで き るだ ろ

うOこ。」「(丁乃6・BoニソZθ1ZO々6ρ'0π'レ レ乙"一

初望oη 『ウエ リン トンを締 め 出 した 少

年 』 よ り)

ウ エ リン トン公爵 が語 っ たよ うに，

誠実 な人間は必 ず相 手に尊敬 の念 を起

こさせ るもの で ある。私 は， 国 を代表

す る一 人一 人が互 いに尊敬 し合 い，完

全な公平 無私 の態度 で問題 に対処 する .

な らば， 国際 間の争 咬や不 和 は解 決 さ

れ る と確 信 して いる。

実業 界に おいて誠 実 は どの ように評

価 され るの であ ろ うか。実 業 界， 経 済

界 を リー ドす る人 々は誠実 を形 容す る

人々で あ って然 るべ きであ る。 しか し

事 実 は どうであ ろ うか。 多額 のわ いろ，

詐欺，ご まか し，欺 まん，ぼ う大 な経済

界の利得 調節 を企 て る力 など隠れ た事

実 を知 らされ， 各 団体 が他 と交渉す る

際公正 な取 り引 きをし， 他 を不 当に利

「用 しない とい うよ うな法律 が 必要 にな

ってい る現実 を考 えれ ば，誠 実の存 在

が いかに薄 いかが わか る。逆 の状態 で

あれば， 取 り引 きは よ り円滑 に行 なわ

れ， 人々 は もっ と正 直 にな り，生産 品

も良 質に なるはず で ある。 しか し， 合
ゾゆ

衆国政府は詐欺的行為，質の悪い商品

の犠牲か ら消費者 を守 るため，さらに

新 しい対策 を練っているのが現状 である。

誠実を第一 として労働組合幹部ある

いは組合の交渉 と決定が行なわれた と

すれば，今のような不当な支配権の行

使は，絶対にな くな るであろう。すべ

ての人が他人の利益，助けを考えて働

くようになり， どん欲，抑圧，貧困，

そしてそれ らが招 く人類の悲劇 をこの

世か ら除 くこ とがで きるであろう。

教育界に関 しても検討 してみないわ

けにはいかない。家庭 を除 くと，誠実

の原則 を教え，身につけさせ る最良の

場所は学校である。誠実 と教育には否

定 できない相互関係がある。イギリス

の著名な作家サ ミュエル ・ジョンソン

は，このことをよく理解 した人であっ

た。次の言葉にそれがよ く表現 されて

いる。「知識を持たない誠実はもろく無

益 である。 しか し誠実 を持たない知識

は危険で恐ろしい。」

科学，医学 などの分野においては特

にそうである。 もしもそこに誠実が全

く存在 していないとすればどうだろう。

恐怖に満ちた世 界が想像できると思 う。

しか し，人類の幸福を唯一の 目的 とす

べ きであるにもかかわらず，そ うでな

い人もいるのが現状である。これ らの

分野における教育者 と学生は完全に公

正 な態度 を維持 し，かつこの目的 をは

っ きり「と認識 していなければならない。

犯罪の少ない世に住んでいると想像

してみよう。不可能なことではない と

思 う。私たちは 多くの苦悩 と悲嘆 と災

難 とをわが身に招いている。 しか しそ

れちは，あらゆる分野の仕事，活動へ

と忍び寄る不道徳 と不正直が もたらし

た結果にす ぎない。およそ300年 前，

フランスの有名な戯曲家，ジャン ・バ

プティス ト・モ リエールは，次の よう

に記 している。「もし何事 も正直ず くめ

で，だれ も彼 も率直で公明正大で柔順

だったら，美徳 というものは，大部分

無用なものになってしまう。なぜ とい

って， こちらが正 しい場合，他人の不

正 を気持 よく堪 え忍ぶのが美徳の美徳

たるゆえんだか らだ。」(「人間 ぎらい」

第5幕 第一場)

前に も述べ たが，誠実の原則 を履行

しない人生は， 多面にわたって障害を

引き起こすことが 多い。以上のこと以

外につけ加 えるべ きもの として，家族

と家庭生活がある。社会 を構成する基

本的単位であ る家庭の基盤 も，夫婦間

の不信や離婚，神聖 な結婚の誓約に背

く行為によって今や危 うくなってきて

いる。 誠実 さを失った夫婦の姦淫，私

通，乱婚の罪によって家庭が崩れ，悲

しみや言うに言われない苦悩が生じて

いる。家庭の崩壊は国家の最大の悲惨

事のひとつ であるが，事実 この ようレな

家庭が日に日に数 を増 しているのである。

逆に，家庭生活が完全な誠実によっ

て統治 されたらどうであろ うか。ちょ

っ と想像 していただきたい。完全な家

庭ができは しないだろうか。夫は妻に

対 して誠実になるであろうし，妻もま

た夫に対 して誠実になるであろう。結

婚 を否定 して不法の関係 を結ぶ者は存

在 しなくなる。愛に満ちた家庭では，子

供 と両親が互いに尊敬 し合 い，子供 た

ちはだれよりも偉大な両親 という教師

に正 しくしつけ られるのである。

子供たちは正直と誠実 を尊重 しな け

ればな らない。危機 に直面 した場合に

どの ように対処オ るかあらか じめ知っ

てお く必要がある。また， 自分 たちが

神の子供であるこ とを知 り，理解する

必要がある。そして，永遠の目的，つ

まりこの世 での務め を終えた後，再び

神のみ もとに帰れるようふ さわ しい生

活を送 ることの大切 さを理解 していな

ければならない。大人は彼 らの成長 を

妨げることな く，常に彼らを助けて理

想 と原則に忠実であるよう励 ます必要

がある。

ゲヤハル トとい うドイツの羊飼いの

少年の話があるが，彼はその模範 とも

言 うべ き少年であった。彼の家は非常

に貧しか った。ある日少年が羊の番を

していると，森か ら猟師が出て来て，

村へ行 く一番近い道 を尋ねた。少年が

道 を教えると，猟師は村へ案内して く

れたらた くさんお礼 をすると言った。

ゲヤハル トは自分のいない間に羊がい

な くなることを恐れて，そこか ら動 く

ことはできない と答えた。すると猟師

は言った。「ほう，それが どうしたって

いうんだい。あれは君の羊ではないん

だろう。それに羊の一匹や二匹，いな

くなったって主人は何 も言いや しない

よ。 どうだい，君が1年 間働いてもか

せげない程のお金 をや るよ。」

少年がそれでも断わると，猟師は，
「それじゃ，君が村へ行 って食べ物 と

飲み物 と案内人を捜 してきて くれない

か。その間私がここにいて番 をしてや
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るよ。 それた った らい いだ ろ う。」

少年 は頭 を振 って言 った。「いい え，

羊はあ なたの声 を知 りませ ん。」 「君 は

私 か信用 て きな いって言 うのか 。」猟 師

は怒 った よっに 言い返 した。

ゲヤハ ル トはかつ て 自分 か主 人の命

令 を破 ろ うと した ことを思 い出 して猟

師に聞 いた。「あなたか約束 を守 る とい

うこ とか一 体 ど うして私 に わか ります

か。」

答 え に困 った猟 師 は笑 って言 った。

「どうや ら君 は忠実 な良 い少年 らしい

な。 君 の こ とは忘 れ ない よ。 では， 道

を教 えて くれ るかね 。ひ とりてな ん と

か行 って み よ う。」

後 に， その猟 師は大 公 てあっ たこ と

か わか った。大 公は ゲヤハ ル トの 誠実

さ をほめ て， 彼 を自分 の所 に呼ん で教

育 を受 け させ た。 そ して ケヤ ハ ル トは

金持 ちに な り権 力 を得 たか， いつ まて

も正直て誠実 なことは変わらなかった。

(AF観 励JS舷 ρ舵γ6βの 『忠実な羊

飼いの少年』 より)

誠実 てあることは決 してむすか しい

ことてはない。私たちは皆，暗黒 と不

幸へ導 くサ タンに従 うよりも，救い主

の模範 に従 う方かはるかに容易である

ことを確信すべ きてある。罪の内に事

福 はない。正義の道 を離れる者は，必

然的に不幸 と苦悩 と不 自由の待つ世界
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へ 足 を踏 み込む ので あ る。

それ では， 一体 どの ようにす れ ば今

話 して きた状態 を改善す るこ とが で き

るであ ろ うか。誠実 の 原則 につい て一

人一 人 も う一度 よ く考 えて いただ きた

い。皆 さんは どの よ うにそ れ を守 って

い るだ ろ うか。 欠点 を認め，正 直 に 自

分 の思 い， 生活，望 み， 目標 を評価 し

てみて いただ きた い。 そ して正 しい方

向， つ ま り誠実 とそれ に伴 う徳の理 想

を目指 して改善す る よう真 に努め るこ

とが必要 であ る。 ㌧

天 父であ る神の 王国 にお ける私 たち

の永遠 の救 い と昇 栄 は， この世 で どの

ように イエ ス ・キ リス トの福音 の原則

に従 うか に よ1)決 定 される 。 イエ ス ・

キ.リス トの福音 が 回復 された 当時の指

導 者 たちけ， ジ ョセ ブ ・ス ミス と彼の

同僚 たち も含 めて， 誠実 に生 きるこ と

がいか に大切 であ るか を よ く理解 して

いた。 彼 らは 明 らか に された真理 を決

して曲 げなか った。 否， 曲げ る こ とな

どできなか ったの であ る。御 父 と御子

の示現 を見 た と主張 したジ ョセブ ・ス

ミスは， 多 くの あ ざけ りと迫害 に あっ

た。 しか し彼 は， アグ リッパ王 の前 で

弁 明 したパ ウロに似 た気持 ち を感 じた

と語 ってい る。あ る人 々はパ ウ ロを偽

り者 と言 い， またあ る人々 は気違 いだ

と言 った。 その よ うに彼 はあ ざけ られ，

のの しられ た。 ，

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス もそれ と同

じ経験 をした。彼は こ う述 べ てい る「私

も正 にその通 りであ った。私 は実際 に

光 を見た。 その光 の唯 中に二 人の御 方

を見 た。 そ して その方 々は真 実私 にお

言葉 をかけ た もうた。私 が示現 を受 け

た と言 うため に憎 まれ また迫害せ られ

て も， なお それは真 実 であ る。 そ して

私が この よ うに言 うた めに， 人々 が私

を迫害 し罵 り偽 ってあ らゆ る悪 口をあ

ザ、ぴせ てい る間に，私 は 自分 の胸 の 中で

語 るようになった。『何故真 実 の こ とを

話すか ら私 を迫害す るのか。私 は本 当

に示現 を受け たの だ， 私が ど うして神
さか

に抗 らえようか。何故世の中の人は，

私が本当に見た ものを見ない と言わせ

ようと思 うのか，私は示現 を受けたの

であるからそれが事実であるのを身を

以って知 っている。私は神がそれを知

りた もうこ とを知 って いる。私 はそ れ

を打 ち消す こ とは で きなか った。 また

敢 て打 ち消 そ う ともしなか った。私 は

少 くとも，本 当に あ ったこ とを打 ち消

す な らば神 の怒 りを受 けて罪 の宣告 を

受 け る こ とを知 ってい る』 と。」(ジ ョ

セブ ・ス ミス2：25)

ジ ョセ ブ ・ス ミスは また， 誠実 を具

体 化 した宣 言書 を私 たちに残 した。末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会信仰 箇 条

の 第13条 に次の ように書 か.れて い る。

「われ らは
，正 直，真 実， 貞潔， 慈

善， 高徳 な るべ きこ と， お よび すべ て

の 人に善 を行 う桑 きを信 ず。 まこ とに

パ ウロの訓戒 に従 う とい うを得べ く，

われ らはすべ て の こ とを信 じ，すべ て

の こ とを望 む。す で に 多 くの こ とを堪

え忍びたれ ば， あ らゆるこ とを堪 え忍

び得 ん こ とを望 む。 もし何 にて も，徳

高 きこ と， 好 ま しきこ と， よ き聞 えあ

るこ と， あ るいは褒 むべ きこ とあ らば，

われ らはこれ らをた ずね も とむ る もの

な り。」

日々の生 活の 中に この訓戒 を生か そ

うでは ないか。

予 言者 と親 し く交 流 していたあ る入

人 は，L民 を導 いて砂漠 を横 断 し， グレ

ー トソル トレー ク盆地へ 渡 った
。 そ し

て民は聖 な る予 言の 言葉 通 りに，偉 大

で強大 な民 とな った。 も し彼 らが原 則

を曲げ てい た ら， そ うはな らなか った

であ ろ う。

その 中の ひ と りに， ミズー リ州か ら

ソル トレー ク盆地 へ 向か って荒野 を初

めて旅 した ヒー バー ・C・ キ ンボー ル

がいた。 彼 は今 日の予 言者 であ り指 導 引

者 であ るスペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

大管長 の祖 父に あたる。 あ る時， 彼は

この よ っに言 った。

「神 …… は 自らの選 び と永遠 の生 命

の受 け継 ぎを確 実 に しよ うとす る者 を

必ず救 つて下 さる。 その よ うな 人々 は

勝 利 を得 るであ ろ う。 しか し， もし彼

らが誠実 で あ るこ とを忘 れ， 竪 く立 っ

て義 を行 な うこ とを怠 ったな らば， そ

して悔 い改め なか ったな らば，彼 らは

今 まで得 て きた もの まで失 い， 期待 し

ていた もの，約 束 されて いた力 さえ も

失 って しま うの で あ る。」(ノo躍ηα10プ

Z腐60π7s6s「 説 教集 」8：89)

誠 実 であ るこ との最 大の報 いは，永

遠 の御 父 とそ の御 子 イエ 琴 ・キ リス ト

の 承認 を得 るこ とであ る。 この よ うな

正 義 が何 の報 い も受 けず，顧 み られ な

い とは決 して思 わ ないで いただ きたい。

1841年.1月 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 し

て与 え られ た啓示 でそれが立証 されて

い る。 この啓示 は ジ ョセ ブ ・ス ミス と

共 に1844年 に カーセ ー ジの牢 獄 で殺 さ

れ， 殉教 者 としての死 を遂 げた信仰 篤

い兄ハ イ ラム に与 え られ た もの であ る。

「また
，わ れ誠 に汝に告 ぐ， わが僕

ハ イ ラム ・ス ミス は幸 福 なるかな。主

なるわれ は， 彼の心実 直 なる故 に彼 を

愛 す。 ま た彼 はわ れの前 に義 しきこ と

を愛す る故 に われ 彼 を愛す， と主 は言

う。」(教 義 と聖 約124：15)こ の 約束は，

誠実 に人々 に接 す る世 界 中のすべ ての

人に等 し く適 用す るものであ る。

旧新約 聖書 の予 言者た ち， モ ルモ ン

経の予 言者 た ちは， 誠実 な心 を もって

いたが ゆ えに聖 きみ た まとの 交わ りを

賜 った 人々で ある。 同様に現代 の予言

者 たち も，誠.実 と完全 な献身 をもって

この 回復 され た神 の王 国 を管理 して き

た。 また，現 在 も管理 して い るの であ

る。世 界 中の末 日聖徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会の会 員は， 今 日この タバ ナ クル

の演壇 に座 す献 身的 な教 会幹部 の揺 る

ぎない信仰 を知 って， 永遠 に感 謝す る

こ とであ ろ う。 また世 界各地 に住む 大

勢 の教 会 の指 導者 た ち も高潔， 誠実 で，

人々か ら寄せ られ た信 頼に立 派に応 え

て い る。 教会 幹部 の兄弟 た ちは非 利己

的 で， 救 い主 のみ 旨 とみ ここ ろに よ く

従 い， 謙遜 であ る。 そ して彼 らの 最大

の望 みは， 聖 徒 たち と共 に救 い と昇栄

を求 め る こ とで ある。

私 は，世 の救 い主 であ り神 の御 子 で

ある イエ ス ・キ リス トが この教 会の頭

であ るこ とを証 す る。 また主 は予 言者

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボール を通 して

すべ ての教 会 の活動 を導 いて下 さるこ

とを証 す る。

私 は，す べ ての人 々が 聖 なる光 を受

け， 天 父な る神 と共 に永遠 に住 む道 を

用意 して下 さった イエ ス ・キ リス トを

知 り，受 け入 れ， その教 えに従 うよ う

心か ら祈 って い る。 イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り申 し上 げ る。ア ー メン。
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1976年 度 ・

統 計 記 録

教会ユニ ッ ト

ステー キ部数

ワー ド部数

大管長会は，1976年12月31日 現在 の教会員に関す る統計記録 を以下の

ように発表 しました。

神権

798ア ロ ン神権 者

5，481

ステー キ部 内の独立支 部数 … …1，422

ス テー キ部 内の ワー ド部，

独立 支部 の合計.6，903

伝道部数

伝道部内の支部数

148

執事

教師

祭司

アロン神権者合計

教会員数

ステーキ部内

メルケゼデ ク神権者

1，716長 老

伝道部内

3，283，264

合計

459，485

1976年 中の会員数 の増加

141，341
「

109，396

188，122

438，859

七十人

大祭司

320，876

26，328

120，117

メル ケゼ デ ク神権 者合計 ……467，321

ア ロ ン神権 者， メル ケゼ デ ク

3，742，749神 権 者総数

幼児祝 福数88，522

子供 のバ プテスマ数52，281

求 道 者のバ プテ スマ数 … ……133，959

一般統計

出生率(1，000人 当 り)

結婚率(1，000人 当 り)

死亡率(1，000人 当 り)

29.72

13.34

4.32

(1976年 内 に32，387人 の 増加)

教会組織登録会員数

906，180

扶助協会1，129，135

日曜 学校3，387，454

ア ロ ン神 権者(若 い男性)… …267，352

若い女性

初等協会

福祉計画

被援助者数

249，724

498，867

雇用者数

大管長会書記 一

フラ ンシス ・M・ ギボ ンズ

労 働奉仕 日数 累計400，607

福 祉 操 業 日数 累計8，219

上 記 以 外 にア イダ ホ州 で発生 したテφ

トン洪水 救済 に関連 して， 労働奉仕 日

数125，000が あ る。

系図'協会

神殿儀 式の ために

処 理 した名 前 の数3，539，340

年 度 内 に35ヵ 国 におい て，80台 のマ

イ クロフ ィルム カ メラ と5人 の 口頭面

接 者 を用 いてマ イ クロフ ィル ムに収録

した系 図記録 は，100フ ィー トの ロール

で910，661巻 ，年 度 内4、5パ ー セ ントの増

加 とな り，これは300頁 の 本 で4，334，559

冊 分 に相 当す る。

神殿の儀式

16の神殿で執行 されたエンダウメント

生者

死者

合計

43，645

教 会 の学 校110
，306

ア ッセ ンブリーホール。テンプルスクェア内にある建物 で，1877年 に建築着ユニ，
に完成，1882年 に献堂 され，現在 に至 っている。手前の石 は神殿の石材で，使用箇所 を
表示する番号が付 されている。(ユ タ州歴史協会提供)

3，421，793

3，465，438

29，657在 籍 者数(イ ンステ ィテユー.ト，

1880年 セ ミナ リー を含む)322，587

死亡者

七 十 人第「定 員会 アル ビ ン ・R・ ダ

イヤー 長老 ，故 十二使徒 評議 員会補助

エル レイ ・L・ ク リスチ ャンセ ン長老

未亡 人ルエ ラ ・リー ス ・ク リスチ ャン

セ ン姉 妹， 故七十 人最：高評 議員会 会員

オス カー ・A・ カー カム長 老未亡 人 ア

イダ ・ジ ョセフ ィン ・マー ドック ・カ

ー カム姉妹
，ハ ワイ ・ヒロステー キ部

ア レイ ・K・ オーナ部 長， メキシ コ ・

トレオ ン伝 道部 ダニ エル ・0・ トレ ビ

ノ部 長，ユ タ ・オ グデ ン ・リバ デー ル

ス テー キ部 ミレ ン ・ダン ・ア トウッ ド

部 長，癌 治療 研究 の草分 け リラ ン ド・

R・ コー ワ ン博 士， 「ドーターズ ・オブ・

ザ ・ユタ ・パイオニアー ズ」(ユ タ開拓

者 の娘)会 長 ケ イ ト ・B・ カー ター姉

妹
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す る兄弟姉妹，私は皆様 と共に，
愛
この大 会に あふ れ るみ た ま と霊 感

に満 ちた数 々の話 を喜 ぶ もので ある。

救 い主が 使徒 た ちに最 後 に課 せ られ

た務 め のひ とつ は，これであった。「全

世 界に 出て行 って， すべ て の造 られ た

ものに福 音 を宣べ 伝 え よ。

信 じてバ プテスマ を受 け る者 は救 わ

れ る。 しか し，不 信仰 の者 は罪 に定め

られ る。」(マ ル コ16：1516)

神 の 教 会 は伝 道 の教 会 であ る。私 た

ちは現代 の啓示 に よ、って も， この回復

され た福 音 をあ らゆ る国民 ， あ らゆ る

血族， あ らゆ る国語 の民， お よび あ ら

ゆ る世 の 人々に宣べ伝 え よ と命 じられ

て いる。(教 義 と聖約133：37参 照)

啓 示 に この よ うに言われている。 「こ

の世 には なお欺か ん と待伏 をす る人間

の狡猜 なる巧 智 に眼 くらみ て， 真理 の

あ る所 を知 らざるが故 にた だ真 理 に遠

ざか る者， あ らゆ る教 派，党 派，宗 派

の 中 に 多 け れ ば な り。」(教 義 と聖 約

123：12)

私 た ちは，真理 とよ り.良い生 き方 を

捜 して い る方 々に，是 非私 た ちの語 る

メッセー ジを心 か ら研 究 して下 さ るよ

うに とお勧 めす る。 「人 生 の 目的 は何

か」， 「私 たちは どこ か ら来 た の か 」，

「死後 は ど うな るのか」 これ らの疑 問

に対す る答 えが この私 たちの メ ッセー

ジにあ る。 回復 された福音 は， これ を

受 け入れ てその教 えに従 う人々の生 活

に～ 平安 と幸福 と進 歩， 成長 をもた ら

す 。

キ ンボー ル大管 長 は私 たちに， 歩み

を速め な さい と言われ た。伝 道活動 で

宣教師として歩みを速める

七十人第一定員会会長

フラ ンク リン ・D・ リチ ャーズ

主 は教会員に，福音に関心を持つ人々を捜す責任 と，彼らをフ

ェ日一シップする責任をさ らに 自覚するよう求め てお られる

歩み を速 め る方法につ いて，私 の考 え

を若 干述べ させ てい ただ きた い と思 う。

第一 に.宣 教 師は教 え る相 手 を捜す

の に 多 くの時 間 を費や しす ぎてい る。

宣教 師が教 える ことに もっ と時 間 をか

け られ る よ うに， 方法 を考 えなければ

な らない。 ひとつの良い方 法は， 「すべ

ての会 員は宣教 師で ある」 とい う考 え

を徹 底 して，教 会員が宣 教師 のため に

教 える人々 を見 いだ し， その人々 と親

し くな るこ とで ある。

そのため に大切 なこ とが3つ あ る。

1.福 音 の原則 に従 って生 活する。立

派 な教 会員 の生活 を見て教会 に興味 を

持 ち， 教会 に加 わる人が毎年 大勢 い る。

2.友 人や 隣 人に教 会の こ とを知 っ

て い るか どうか尋 ね るの を きっか けに，

福音 の話 を始 め る。 多少 とも知 ってい

れ ば ，さ らに 「もっと知 りたいです か」

と尋 ね るこ とが で きる。 もっ と知 りた

け れば その人 をあな たの家 に招 いて，

宣教 師 に福 音 を教 えて もらう。招待 で

きなけ れば， その人の住所 と氏名 を宣

教 師 に連絡 す る とよい。 この よ うな方

法 に よって教 会 に興 味の あ る人 々 を宣

教 師 に もっ と紹 介す るこ とがで き，心

が けて いれば いつ まで もそれ を続 け る

こ とが で きる。

3.友 人や隣i人 を教会 の集 会や社交

活動 その他 の行 事 に招 く。 フェ ロー シ

ップ を受け てい る人 は， 新 しい環境へ

の適 応が ず っ と容 易 であ る。

紹 介 とフェロー シ ッピング ・プ ログ ラ

ムが 効果 的に行 なわれれ ば， 宣教 師は

教 え るこ とに 多 くの時間 を費やせ るよ

うにな り， その結果 改宗者 のバ プテ ス

マはふえるであろう。

もうひ とつ有望なのは，家族の一部

だけが教会員の家庭における伝道であ

る。教会外の人 と結婚 している教会員

は大勢いる。教会貝でないこれ らの人

人をフェロー シップし，彼らとその家

族に伝道レッスンを教え，証 を受け入

れた時に水のバプテスマによって教会

に導 くことが，私 たちの目標である。

長老見込み会員 も大勢非教会員 と結

婚 している。教会貝でない彼 らの家族

に教えることで， これ ら長老見込み会

員の 多くが メルケゼデ ク神権 を受ける

備 えをすることができる。

このような家族 はグループで教える

とよい。 グループで教 えるこ とによっ

て，強い人が弱い人を強め，少ない時

間 と努 力で多 くの人々がバプテスマ を

受 けるようになるか らである。

もうひとつ注意すべ きことは，伝道

活動に参加す る人の数 である。現在，

25，000人 を越 える専任宣教師がいるが，

世界各国で伝道部が次々と組織 されて

いる今 日，青年男女，夫婦 ともにもっ

と大勢の宣教師が必要である。キンボ
ール大管長は海外のステーキ部や伝道

部か らさらに多 くの，準備の よくでき

た宣教師が召されるように と語 り， こ

れは実現 されつつ ある。それらの宣教

師の多くは伝道費用 を全額 自費負担 で

きないため，神権定員会や教会員が教

会伝道基金に献金をして，彼 らを援助

している。

先 日，ある定貝会会長が献金に手紙

を同封 して きた5そ こにはこう書かれ

ていた。「教会が発展しているという報
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告を受けて非常に喜んています。私た

ちも福音伝道のお役に立てれば と願っ

ています。」

カリフォルニア在住のある姉妹か ら

次のような手紙 をいただいた。「教会伝

道基金に小切手 を送 らせ ていたたきま

す。 これよりも偉大 なみ業はあるてし

ょうか。私は福音 を心か ら愛 していま

す。福音なしては生活て きません。 家

族のフェローシ ンピング ・プログラム

も本当に素晴 らしいものてす。主は何

軒かの家族や独身の人々 と親 しくなれ

るように導いて下 さ り，先 日の 日曜日

には，数人の人々かそろって教会に来

ました。」

これは，私たちか 日々に得 る数 多 く

の証の一例 てある。 自らの財産 をこの

偉大な伝道活動に捧げる方々に敬意 を

表したい。これらの献金の多 くはたと

え少額てあっても，真実の犠牲である。

教会には現在大勢のステー キ部宣教

師かいるか， もっ と大勢の奉仕 を期待

している。新 しい改宗者全貝に教会 で

何 らかの役職 を与えるようにしていた

だきたい。そうすれば， その中か ら大

勢の人か立派なステーキ部宣教師にな

るてあろう。

昨年10月 のキンボール大管長による

七十人第一定員会の改組に伴い，ステ
ーキ部宣教師の活動か新たに強調され

て きた。

七十人第一定員会は，ステーキ部の

七十人定貝会を強化 して，ステーキ部

伝道部の活動 を促進する責任を持つ。

私たちは，ステーキ・部宣教師の活動 と

専任宣教師の活動 との相互調整 を図る

ことの大切 さを特に強調 したいと思 う。

もうひ とつ見過 ごしてな らないもの

は，軍隊て働いている教会員男女てあ

る。軍関係の仕事に従事 している教会

員 は，なん と2万 人もいる。それらの

男女は立派な宣教師 とな り得 るし，現

に宣教師の働 きをしている人々か多い。

彼らか自分の信仰に従 って生きる時，

仲間は彼 らに感心 し，尊敬す る。彼 ら

も多くの人々 を教会へ導 き，毎年大勢
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の人 を宣教 師に紹介 してい るの であ る。

確 か に， 「すべての会 員 は宣教 師であ

る」 とい うプ ロ グラムは霊感 に よ るも

のてある。私 か今 述べ た提案や ，そのほ

か の方法 を用 い るな らは，教 会員 は宣

教 師 か ら教 えを聞 く人々 を見 つ ける こ

とか で きる。 そ して彼 らか教 えを学 ん

て いる間， バプ テスマ の前後 を問 わす：酒

教 会 員か彼 らをフ ェロー シ ソプす る こ

とか で きる。使 徒 パ ウ ロか エペ ソ人に

書 き送 った言葉 は，実 に その通 りであ

る。 「そ こで あ な たか たは， もはや 異

国人 で も宿 り人 て もな く，聖徒 たち と

同 じ国籍 の者 で あ り，神 の家族 なの で

あ る。」(エ ペ ソ2：19)

350万 を越 え る教会 員 か 宣 教 師 とし

て人々 を神 の王 国に導 き，伝道 活動 か

らもた らされ る喜 ひ と幸せ を味 わ って

い る様子 を心に描 け るたろ うか 。真理

を尋 ね求 め てい るす べ ての方 々に繰 り

返 し申 し上 けた い。 回復 され た福 音 を

受 け入 れ，福音 を 自分 の生活 に生かす

人 々に は，新 しい生 き方 か待 ち受 け て

いる。 そ して， 「人生 の目的は何 か」 と

い う疑問 に， は っ き りした答 え を見 い

だせ るので ある。私 たちは， 「モルモニ

ズム」 につ いて，末 日聖徒 イェ ス ・キ

リス ト教会 につ いて研 究す るよ う， 皆

さんにお勧 めす る。

兄 弟姉 妹 ，私 た ちは神 の王国 の建 設

に携 わ って いる。私 は証 を 申 し述べ た

い。 父 なる神 とその御 子 イエス ・キ リ

ス トは予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に姿 を

現 わ され た。神 は生 きて お られ， イエ

スは キ リス トてあ る。完全 な福音 か予

言者 ジ ョセブ ・ス ミス を仲 立 ち として

回復 され た。 その福 音 を人々に分か つ

こ とは私 た ちの特権 であ り， 責任 で あ

る。 ジ ョセブ ・ス ミスは偉大 な予言 者

てあ った。 そ して私 た ちには今 も教 会

を導 く偉 大 な予 言者か い る。 愛す るス

ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長か そ

の人 てあ る。

神 の王 国か ます ます勢 いを増 して出

て行 き， 天 の王 国か来 る よ うに，私 た

ちは伝 道活動 に 力 を注 こ うでは ないか 。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よって， ア

ー メン
。




